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あ
り
、
ま
ず
は
二
月

d

う
な
川
市
で

一

}

y
d
o
 

部
を
公
ト
氏
す
ム
ヲ

Z
ー
を
両
y
d

ベ
ド
ヒ
)
了
解
い
ト
一
だ
い
た
『
一
と
に
も
慰
謝
い
た
し
ま
す
f

※
木
研
究
は
、

ヵ
っ
て
父
パ
刊
を
壬
げ
た
科
了
研
究
費
柿
助
金

叫
叫
究
ヘ
C
〆
一
品
題
詩
号
九
力
(
一
ひ
つ
じ
さ

」
/ 
d 

J& 
;:j-~ 

の

市
で
め
る
に

明
治
1
4
か
り
大

Tr昭
和
初
引
に
お
け
る
滋
賀
県
域
の
宇
、
政

i
と
悦
主
主
設

i

ん
(
ハ
)
一
リ
治
代
か
、
y

の
↓
へ
洋
地
i
u
妓
判
附
検
事
弓
と
渓
携
ぶ
一
六
津
弁
設
l
込
山
に
よ
る
非
弁
護
士
兆
円
4

京
は
、

一札一
h
)
す

打

」

γ

、口
J

ム
円

五
、
7

八
)
ド
具
体
化
さ
れ
た
}
第
一
に
、
会
員
が
事
詩
員
九
r

雇
川
け
す
る
際
に
は
弁
護
t

会
の
花
吋
ネ
ヨ
げ
る
こ
と
を
烹
務
づ
け
一
。
一
事
故
時
一
民

認
可
制
度
守
あ
り
、
円
引
に
、
弁
一
品
工
会
に
〆
コ
て
忠
良
y
与
え
ら
れ
る
非
弁
時
中
間
十
胤
(
「
モ
グ
リ
ー
=
古
)
れ

γ

」め、
J

つ
3
r
l
u

約千十パ

4
E

出一ム
f

品、引
J

b

作日門会れ
1
J

た
か
れ
日
時
1Lι
市
{
バ
〆
、

ぞ
ゐ

L
P、
人
仰
を
つ
、
務
所
の
J

サ
傍
員
と
し
て
訴
訟
ポ
務
に
伸
山
町
し
な
い
、
あ
る
い
は
許
訟
の
相

人
刊
を
主
け
な
い
h

〕
こ
と
す
る
恥
い
だ
お
冷
制
唆

こ
の
二
つ
の
川
皮
は

方
議
1
一
/
一
の
山
州
立
ブ
共
生
明
日
慌
の
技
法
に
め
じ
た

ご
あ

非
弁
護
士
の
い
く
コ
か
の
胤
に
対

ψ
L
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ふ
U

ぬ
出
貝
岳
山
町
に
相
刊
す
ム
州
市
中
仙

ふ
ま
え
る
と
、
中
」
一
時
の
長
賀
県

川
崎
の
非
吋
れ
や
判
明
土
居
は
、
市
一
ー
の
よ
、
つ
に
整
理
す
る
こ
と
が
む
き
る

つ
は
「

1
1
4
F精一品

層
で
あ
フ
Q

U

L

村
山
議
上
会
に
よ
り
認
可
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
ノ
叩
護
士
に
と
っ
て
は
安
定
』
わ
な
井
一
携
・
た
止
刈
係
を
…
持
続
す
ゐ
こ
と
が
見
込
め
る
層
で
あ
る

二
つ
め
は
、
宇

議
f
I
ム
式
全
体
に
と
っ
亡
は
安
J

心
的
花
連
携
・
共
牛
を
見
時
め
な
い
国
で
あ
る
丸
紅
引
の
介
議
士
が
事
務
員
、
に
一
宇
一
川
し
よ
う
と

L
て
も
、

情_U<iL主F.;-l(<:>-3(，) 2D2 〆201:L7 I 



他地方裁判所
所属弁護士

大津地方裁判所
所属弁護士

認可事務員

｢地方ノ訴訟事務
ニ関係スルモノ｣

不認可事務員

「特定名簿」掲載者

「地方ニ於テハ紛議ノ仲裁或ハ訴訟ノ勧誘ヲ為ス等アリトスルモ
弁護士ニ対シ何等ノ関係ナキ」層

流動的な
境界線　



，;~~ 

二也
;， 
ノ

一
一
関
係
ス
ル
弓
ノ
一
を
1

特
定
料
簿
に
川
市
4
1
1
絞
ら
か
」
ド
一
事
務
只
か
ら
排
除
l

v

、
ま
で
訴
訟
紛
介
公
!
f

の
随
時

の
弁
書
一
三
一
戸
一
の
つ
な
が
り
か
ら
排
除
工
、

L
士
、
一
人
ば
、
仲
宗
的
に
「

ー
ト
入
、

年
J
J
E
l
r

の
寸
法
的
サ
ヲ
ピ
ス
へ
の
ア
ケ
七
ス
を
令
J
7
こ
ど
に

ゴ
問

な
り
、
「
公
ぷ
一
を
川
市
害
し
ご
〕
ま
つ
ど
与
え
ら
れ
た
υ

め

一
い
、
め
一
の
円
一
シ
一
表
古
一
去
の
同
組
で
や
ゐ
が
、
弁
議
仁
、
こ
三
、
円
利
生

に
珂
わ
る
占
ご
あ
る
校
定
名
簿
吋
皮
は
、
「
山
川
方
ノ
Y
朴

二
刻
印
叶
ス
ル
モ
ノ
一
を

φ
し
た
非
弁
護
士
〆
の
み
也
市
‘
共
バ
リ
ユ
内
閣
川
市

チ
ロ
現
在
、
つ
こ
と
を
己
味
す
る
u

む
完
治
滑
に
拍
疋
さ
れ
れ
ば
、
小
れ
り
は
人
泣
ず
烹
上
会
会
ロ
プ
一
件
員
弁
護

γ
ポ
汗
を
い
Mm介
す
る
こ

と
は

fJH
な
く
な
り
、

必
然
的
に
か
わ
ら
は
れ
地
方
の
弁
護
ー
に
依
組
せ
さ
る
を
え
な
く
な
る
。
一
院
訴
一
式
人
一
仁
刻
し
て
各
組
の

費
用
と
「
闘
を
賞
、
ぐ
さ
せ
る
と
川
ヰ
に
、
一
本
羽
行
力
品
込
町
ヴ
恢
1

己
J
J

タ
ル
反
抗
」
の
結
果
ー
本
組
会

A
4
R
ヲ
主
引
い
い
〆
ト
ス
ル
枯
来
」

を
も
た
与
っ
す
こ
と
仁
な
る
と
芦
れ
る
…
ご

は
州
寸
J
L屯
ι

一
号
簿
判
定
以
前
か
ミ
方
議
士
ゴ
弁
烹
ー
の
問
の
浸
秩
関
係
は

地
域
社
会
の
ふ
バ
的
」
ノ
ー
ビ
ス
の
需
要
古
川
た
に
じ
れ

vc有
劾
に
…
災
院
し
て

ν
た
の
だ
と
い
う
こ
と
、
資
料
の
表
現
ネ
佑
り
れ
ば
、
品
川
誠
↑

士号いい
jF4v
ふ
非
hy一点
l
層

(

池

L
刈
ノ
訴
訟
事
務
一
↓
関
係
ス
ル
E
ノ
が
、
法
的
サ
i

ビ
ス
の
荷
些
を
志
る
t
F
Y
T

皮
充
足
?
コ
つ
、

ぞ

〕

ーソペ
に

は
処
山
内
で
非
な
、
い
も
の
が
弁
議
士
ド
っ
た
い
で
解
L

十
ヘ
に
料
、
ひ
つ
け
る
と
い
よ
ふ
さ
一
ι
仰
を
関
係
が
あ
ー
だ
こ
と
、

そ
れ
が

殺
訴
訟
人

弁
護
十
ぷ
ー
力
的
利

τに
適
っ
た
も
の
で
あ

7T」
ζ

が
強
調
戸
れ
て
い
る
f

特
モ
名
簿
制
反
応
乙
慌
に
は
、

び

「
山
川
張
所
」
が
t
…設国

主
れ
、
「
日
来
ノ
人
が
事
務
は
と
に
で
一
一
ば
町

3
れ
、
あ
f
か
も
「
出
張
事
務
員
/
喜
一
務
一
的

知
町
を
王
手
、
い
る
こ
こ
が
絞
に
大
津
方
治
l
一
会
総
会
で
時
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
市
ね
台
わ
せ
れ
ば
、
計
八
正
名
薄
明
授
の
ヘ
汁
議
ム
仁
盆
引
引

じ

、
R
設
パ
長
薦
人
ノ
知
ク
一
あ
る

弁
議
士
川
札
h

バ
に
討
す
る
影
響
の
γ

八
九
い
さ
戸
さ
ら
仁
川
小
山
者
の
(
川
偶
発
の
大
き
さ
J

会
一
日
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
て
、

九
津
宇
引
考
会
で
は
、
非
弁
で
Z

一円
1
刻
誌
の
、
っ
ち
、
判
定
名
簿
叩
皮
は
尾
川
さ
れ
、
事
務
員
芯

U
制
度
の
み
が
継
続
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
u

結「周、

um別
の
貫
通
上
か
、
い
2

巾
請
さ
れ
ゐ
ド
務
員
を
d
本

J査
し
て
市
ノ
烹
上
会
一
日
一
FJ
が
人
山
門
買
の
ね
勃
を
向
己
規
制
さ
せ

る
に
と
と
支
っ
た
の
で
あ
り
、
一
段
一
日
訟
人
」

る
「
地
方
ノ
訴
訟
事
務
一
一
関
係
ス
ル
平
/
」

が
身
辺
に
必
ず
る

''rJiJ、iL主F.;-li<>-3B) 2別〆201:L7 I 



そ
の
も
の
を
特
百
名
符
制
度
J

笠
通
じ
て
刻
制
す
る
こ
と
を
、
ム
討
議
ー
一
会
は
あ
き
ら
め
ざ
る
を
持
主
か
一
っ
た
の
で
あ
る
ο

こ
の
明
治
木
間

以
降
、
大
牢
汗
r
一
三
ム
会
期
保
史
料
に
は
出
引
の
方
議
か
ら
事
務
良
厚
尾
山
刊
一
h

川
自
請
を
を
叫
す
る
F

丘
利
の
み
が
肘
凡
さ
れ
、
「
い
Y
H
ノ
川

ぺ叫

F
務
-
一
山
係
ス
凡
平
ノ
一
に
勺
い
て
の
特
定
名
消
の
よ
う
な
詳
細
笠
利
は
残
り
な
く
な
っ
た
(
か
為
う
じ
て
下
務
見
認
山
制
度
の
な

カ
ご
、
「
γ

ハ
認
叫
事
務

q
一
と
さ
れ
れ
~
も
の
が
、
そ
う
し
た
層
灯
一
端
会
一
U
す
も
の
で
あ
る
こ
号
、
え
山
れ
る
)
そ
う
し
よ
侶
叫
資
料
の

集
花
の

つ
い
か
、
法
賀
県
、
汁
授
ム
ム
九
U
J
一
州
政
の

x
d
壱
仏
刊
さ
年
以
降
会
員
円
三
閣
ワ
ハ
ル
綴
山
「

(

1

滋
賀
五
五
上
会
一
叫
十
周
ぇ
喜
コ
}
一
)

る
n

日
丈
幸
川
は

つ
年
三
人
正

一
午
」
以
浄
の
大

hA11
一Z乱
士
会
の
た
川
口
・
究
員
計
逗
土
の
人
人
?
込
会
、
事
務
所
設
世
・
彩

転
尽
止
、
事
諸
民
芋
川
明
疋
に
間
同
J
q
令
異
動
に
関
F
F
る
炉
引
の
害
緊
か
、
い
J

ないけ、

そ
れ
ら
が
/
(
h
h

貝
毎
に
時
間
敢
に
沿
っ
て
絞
じ
ら

川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥.，:.;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

れ
た
簿
怖
で
あ
る
こ
こ
す
三
大
注
可
干
日
常
ム
引
の
大
作
一
年
以
内
の
一
詑
り
宇
務
員
」
一
γ

小
認
可
事
務
い
」
の
い
よ
ん
一
砕
を
兄
て
お
く

F

)

?

と
じ
し
ょ
、
ノ
J

市政
Mlh
認
可
制
度
と
特
定
包
情
制
度
が
導
入
さ
れ
た
九
日
一
ハ
U
Q
代
後
半
期
の
、
欧
州
九
州
仙
司
で
は
、

弁
護
i
起
と
の
友
会

?
λ
j
川同撹

，白 11
]ノ、

づヲ u 
F → 

さ I-~

れ係
たそ
長有
?す
る

七と
(') r:1 

1，わ
桜れ
〉ι る
Lす 1

:e<) o，J..! 
1"'>'心

さ I】J
れ事
る~ ，j~;; 

H 
」

喧
ば
ア
J

一、ハ)名
Hh
悲
認
さ
れ
る
に

こ
b
r
y
h

川
、
〕
ど
、

特，

pzf簿
制
立
の
封
印
れ
と
}
二
」

人
浮
討
議
丈
買
は
特
正
名
簿
制
定
を
廃
棄

J
Z
J

の
で
、
前
日
白
の
よ
う
に

力
。
〈
リ
午

v

て
い
た
絞
辛
の
告
の
ッ
て
の

~μ
の
州
品
化
・
推
移
は
史
料
上
梓
却
で
き
な
い
こ
!
記
d

人
仕
事
一
治
参
年
以
降

r
d『
(
二
関

一年
l

(

町
利
ヘ
」

ま
て
の
内
閣
別
の
弁
誌
が
下
務
『
つ
、
J

て
財
M
m
認

ス
ル
州
市
込
A

で
は

↓

J
品
川
]
和
f

〔ヤヘリ

点、

ム

-;， 
ノL

川
也
市
十
請
を
行
ヮ
た
「
認
町
争
務
け
L

二
口
を
砕
vd
ご
主
る
こ
と
レ
な
る

別
表
!
っ
(
、
ド
γ
時
十
本

H

A

山、
あ
る
。

は
、
二
、
っ
し
し
確
認
で
き
た
一
宍
名
に
勺
い
て
、
定
培
、
と
出
土
と
経
府
主
寸
を
整
山
町
し
た
点
の

C

日
八
議
士
引
に
杭
H
m
1一
た
引
ト
叫
2
に
よ
れ
ば
、
ト
八

f
r
、

ョ

亡

ニ

十

J

ニ
仁

、L
午
認
の
問
に
滋
山
賀
県
波
に
山
仮
事
務
所
r

ゼ
一
畏
降
し
た
弁
護
ー
は

と
あ一
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ゴ
問

フ手

日互

3
2
S
1
6
1
S
2
4
日

J

1

9

2

2

9

4

9

9

J

O

父

1
司

3

3

9

0

1

7

弓

u

r

i

日

7

5

b

G

+

山
川
川
川
川
叶
日
日
川
一
山
孔
一
山
口
比
刈
守
山
口
1
1
2
1
川
1
1
川
市
川
口
川
H
f
J
m
u

白
川
仙
品
前
川
九
九
向
山
町
一
一
山

大者代

心
部
中
川
相
山
苅
日
羽
目

q

印
刷
刊
【
バ
刊
印
一
例
目
山
同
日
川
円
引
訂
山
山
川
出
お
山
白
川
引
引
【
h
M
M

刊
は
引
山
川
町
山
山
川
出
山
川

京iギ

7
7
8
0
n
こ
G
u
q
h
r
J
7
7
7
8
9
k
υ
9
8
0
9
F
8
8
7
6
5
3
3
3
1
4
1
ー

に

7

7

乙

8

5

i

l

l

-

2

l

i

l

-

-

I

l

l

i

-

-

2

1

l

i

l

-

-

l

i

l

i

-

-

i

l

i

-

-

三

1

1

大E司

2

5

5

1

i

J

G

7

〉

り

4
3
7
N
9
5
1
3
0
9
n
h
h
h
5
5
7
7
2
5
只

1

1

8

0

メ

6

7

9

9

ω
戸

市

村

将

河

川

山

川

九

弘

白

山

山

川

照

的
m
M
W
U

川
y

市
川
山
乃
弘
山
即
日
お
お
れ
川
川
町
山
小

H
J
U

叫
日

I

l

l

-

-

1

1

1

1

1

1

2

2

}

1

1

2

2

2

ツ

ワ

ソ

一

己

己

2

2

3

3

4

5

ー

に

6

6

6

6

6

人

主主三

4

5

6

7

8

9

C

1

2

3

4

5

G

7

5

9

(

1

り

Q

4

5

6

7

5

9

C

1

2

2

1

4

K

G

7

8

9

(

印
即
時
間
的
的
問
刑
制
的
船
山
問
問
的
同
川
川
川
引
引
川
目
白
川
町
山
川
川
小
山
川
出
川
出
川
山
山
山

m
h
r
山

山

山

浮
弁
議
十
九
究
γ

叶
馬
一
ハ
ナ
、
京
都
弁
議
ム
会
所
属

(UR、
大
阪
介
選
十
人
以
一
州
国
内
名
、
福
井
弁
書
十
人
ム
名
、
神
山
・
名
古
山
弁
一
品

会
所
同
井
一
ん
る
で
あ
る

当

時

の

令

ヨ

・

ぶ

阪

慌

の

弁

護

滋

内じ
P

一
口
勾

wγ
ノ

4
l

、h
コノ、

い

f
U
プ

}

サ

j
i

く
、
と
品
川

}
J
三
一
:
;
「
E

rユ
1
ラ
1i¥
辺
刀

E
j
r
J
一
与
一
司

一
一
ば
一
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、

hy北
夜
十
が
出
張
事
長
所
を
湖
鎖

u
f
¥
事
務
員
を
炉
停
ず
る
場
台
一
ド
該
当
す
る
こ
と
が
多
い
こ
弁
設
士
が

出
川

M
F務
所
を
調
…
設
し
と
い
る
期
間
は
、
ほ
と
ん
と
の
弁
議
士
の
均
台
、
当
一
夜
半
掛
け
円
と
立
古
川
切
な
辿
書
e

共
生
の
河
係
を
維
村
し
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
と
き
る
U

で
は
「
鮮
「
庄
一
さ
れ
た
い
い
μ
務
品
は
、
手
、
れ
以
後
ポ
設
上
と
の
連
山
吉
川
河
係
を
断
っ
て
し
ま
う
の
だ
γ

七
、
っ
か
v

U

こ
れ
を
ポ
務
員
の
矧
巾
:
h
J
佐
評
し
た
別
十
以
ー
か
、
い
2

川
ノ
ご
み
よ
う
「
J

A

M

W

は
パ
正
よ
財
に
確
認
叉
れ
る
事
公
明
門
買
の
な
か
ご
も
っ
と
も
!
日
く

か
ら
f
M
勤
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
c

経
歴
を
口
出
て
も
か
か
る
よ
う
に
、

八
四
八
年

ぺ
ま
れ
で

一
八
七
九
r
T
(
明
ム
何
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会
堀
川
口
以
人
の
t
へ
津
川
一
段
事
務
川
の
常
務
均
一
こ
な
け
、

そ
の
待
は
刊
じ
「
小
部

川
質
勝
以
一
け
事
務
員

や
継
託
}
て
し
る
、
が
そ
ら

'
t公
平
靴
の
在
必
に
慢
と
に

L
な
が
ら
、
じ
く
か
ら
弁
護
プ
と
の
連
携
・
共
μ?
関
係
会
仙
川
護
」
た
昔
と
詐
祭

主
れ
る
つ

同
じ
よ
う
に
ら
お
は
7
M

月
下
現
出
を
拠
白
一
子
し
、
大
阪
方
議
1
一
会
獅
山
知
芋
に

ι二
ハ
守

、
j
H
 
)
か
ら
事
務
r
口
に
足
南

事
れ
、
そ
の
後
京
郊
の
弁
会
ナ
夜
判
伎
に
緋
承
さ
れ
ぐ
い
る
ο

ド
リ
げ
は
ド
科
品
川
河
を
拠
点
と
す
る
非
弁
誌
と
し
て
一
長
井
、

ーマヘ
μ

)
れ
止
!
?

五ぃ
4

7

I

C

下

三

に

ム
ム
の

F
務
員
と
な
っ
ご
い
る
U

こ
の
占
d

を
も
う
一
段
引
設
ム
し
か
ら
軟
部

L
た
日
ー
ム

2
かいり
J

見
て
み
る
と
、
仁
記
の
人
阪
の
獅
山

M
Mマ
は
、

立
国
恨
勾
と
芝
山
間
山
刊
行
、
山
張
事
務
所
合
構
え
て
い
る
戸
、

九
二
八
守
(
山
川
知
川
三
)

に
昨
日
一
恨
可
の
事
潟
町
キ
」
閃
到
し
、

二
ひ
ご
J
t
t

士

J

〔

O
を
E-
附
す
と

が
か
れ
の
解
昆
伎
の
処
法
に
つ
い
て
は
ー
以
仰
の
丸
林
出

J3九
一
棋
士
l
y
k
v
h川
勝
消
み
の

4
L仁
で
あ
っ
ん
ム

L
¥
本
出
は

C
M山
を
一
幅
制
上
一

川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥.，:.;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

立
序
恨
町
の
出
張
半
ず
F4戸
川
の
絞
リ
川
口
を
開
仙
附
託
す
る
こ
と
↑
な
る
限
〔
れ
た
記
の
例
℃

μ
あ
之
が
、

在
地
竹
の
日
引
い
非
弁
部
市
川
十
一
走
事
浅
臣
、

と
し
て
一
足
柄
せ
る
こ
と
で
、
J

刈
議
十
一
一
打
ち
の
川
張
事
務
-
附
枠
三
か
経
持
、
ご
札
て
い
た
こ
と
が
折
察
さ
れ
る

弁
議
士
会
は
、
ん
X
U
K
ム
民
弁
議
土
か
ら
ぶ
待
民
的
幕
府
羽
山
川
市
誌
が
山
忙
さ
れ
る
と
、

必
要
と
さ
え
た
場
九
円
に
は
、
別
十
「
ナ
の
一
事
湾
民

大
津
地
1
A
荻
判
所
枚
引
了
ー
を
J

刈

て

i

品
行
内
一
位
阪
」
ふ
和
紙
〕
、
そ

の
ベ
ト
終
等
」
欄
に
お
る
よ
、
つ
に

山
山
し
訟
が
ら
認
可
の
可
ベ
ー
を
牧
討
?
で
い
る
c

前
拐
の
た
阪
弁
業
ー
一
九
百
の
獅

μ
は
、
長
沢
町
内
山
叶
張
事
情
州
中
寸
格
付
は
こ
し
て
、
別
表

1

に
あ
る
よ
う
に
じ

ωの
[
畑
町
一
芯
叶
キ
求
め
止
が
、
警
鮮
か
ら
代
守
一
人
(
古
市
に
従
E
E
-
-
v

な
が
ら
法
律
事
務
に
関
り
す
る
な
か
で
非
行
が
伴
認

主
れ
る
己
じ
の
崎
山
パ
会
一
受
け
て
、
大
津
弁
治
l
一
人
バ
は
事
詩
川
パ
認
可
を
い
ヲ
ス
主
か
う
た
、
獅
山
は
こ
れ
を
受
け
て
、
同
い
わ
引
務
所
に
つ
い
て

G

お
を
申
請

L
て
認
一
町
を
ヨ
け
て
い
る
。
ド
リ
汀
は
一
九

五
ム
牛
(
大
辻

司一
J

以
佼
、
長
浜
可
を
拠
市
t

と
し
な
が
fh
絞
殺
の
弁
護
十
の
事

務
H
Hつ
い
継
符
的
に
屑
清
子
れ
し
い
る
が
、
そ
の

1
一
イ
に
対
一
万
る
介
護
士
九
以
内
部
で
の
J

王
(
婦
が
い
月
/
¥

h 
'c 

九
年
政
明
↓
の
市
芹
弁
一
品

1

会
の
丸
山
仁
一
か
、
卜
J

の
認
川
申
請
は
認
め
ら
れ
な
い
「
っ
た
の

C
一
仰
は
、
川
小
附
却
の
寝
間
町
円
台
に
よ
乙
主
行
内
出
相
川
告
で
は
三
一
打
一
と
芯
疋
さ

ホ
γ
認
刊
の
武
見
J
4
J

山山

5
れ
た
が
、
大
江
計
指
I
ナ
バ
め
が
村
L
M

門
代
太
郎
が
ひ
ぺ
一
花
保
証
と

れ
、
大
津
の
合
wt
叩
川
口
一
L
4
h

pu」
と
さ
れ
、
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監
督
責
任
を
負
う
こ
と
や
条
件
に
、
ぶ
抗
弁
一
品
会
細
川
1
1
E
の
川
張
事
応
州
の
ド
一
事
務
只
ニ
な
る
ご
y
が
沼
め
ら
れ
て
い
乙
c

セ
喰
ら
わ
v
h
J

資
料
で
は
あ
る
が

以
L
L

の
古
一
宇
例
は

「
認
可
ぶ
務
員
一

ハ
一
述
持
・
共
土
問
係
九
九
J

没
ロ
弓
で
あ
る
ご
1
f
λ

ヤ
ボ

ゴ
問

す
と
と
L

も
に
、
弁
却
は
と
も
が
、
ャ
ヘ
リ
末
期

am利
初
加
に
お
い
ど
も
、
+
ず
い
ほ
性
円
強
い
か
れ
ら
に
法
犯
し
し
出
張
事
務
所
の
運
営

を
「
わ
っ
て
い
汗
二
と
を
↓
ポ
す
も
の
と
あ
る
U

と
同
防
に
、

か
れ
い
り
の
右
抱
ば
は
お
ノ
¥
た
レ
ニ
〈
事
詩
門
司
円
で
あ
っ
た
レ
一
し
て
ら
、
常
に
弁

主

ιし
ム
ー
が
玄
↑

kmuチ
γ
二
れ
わ

3
る
を
え
な
い
よ
与
に
、

し
ば
し
ば
弁
護
士
公
の
域
別
力
を
超
え
て
活
お
す
る
傾
向
を
持
勺
一
戸
{
九
い
た
こ
と

も
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
同
l

c
、
一
認
刊
4

事
務
員
一
不
一
カ
品
川

T
み
員
一
一
地
方
ノ
訴
訟
干
務
ユ
刈
係
ス
ル
モ
ノ

の
闘
の
局

界
が
侃
勤
前
と
表
現
し
七
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
J

そ
し
て
、
こ
う
し
た
記
可
市
議
主
国
寺
、
に
登
場
す
る
「
認
可
ド
務
員
」
一
不
誌
付
事
政
一

ロ
「
」
の
北
了
後
に
は
、
そ
う
し
た
弁
護
士
会
ー
の
旭
傍
と
い
、
つ
れ
式
取
合
か
ら
は
辺
批
判

L
た
地
ん
ノ
点
記
事
為
一
一
関
係
ス
ル
モ
ノ
」
匡
が

市
在
し
て
い
る
二
と
を
念
頭
に
招
か
な
け
れ
ば
な
ム
な
い
だ
ろ
う

明
治
t

ム
ト
か
ら
大
正
問
問
の
京
都
府
域
に
お
け
る
弁
護
セ
ー
と
非
弁
護

l

九
(
u
h
-
-
〆
明
治
二
八
}
の

F
M
K
F
県
三
ぶ
ぷ
府
い
を
対
象
干
し
み
J

お
れ
・
1
八
津
川
ぺ
泡
方
よ
批
判
所
の
検
事
局
い
か
イ

ー
特
疋
れ
簿
は

一
ン
ア
一
ア
/
ブ
を
と
っ
亡
、
口
小
准

i
弁
口
市
?
丈
L
H
か
共
司

L
、
刊
刊
永
}
た

人
宇
弁
護
プ
ム
古
川
聞
の
が
許
に
つ
い
て
は
前
杭
で
検
討
1
J
人
J

と

お
り
さ
あ
る
日
か
、
こ
こ
で
は
示
郁
力
議
士
会
聞
の
討
さ
を
河
合
所
ぷ
史
料
に
よ
っ
ご
長
て
お
こ

品
部
ナ
丘
一
所
土
公

γ
は

人
洋
介
護
士
会
ト
r

辿
携
し
(
よ
れ
に
名
い
付
制
度
券
市
一
守
人
し
た
時
期
の
刷
会
の

な
い
た
め
、
制
時
切
の
け
川
祁
弁
書
ム
ム
ム
訂
の
一
日
間
謝
状
況
は
五
刊
で
あ
る
n

ん
だ
、

九
ぺ
九
年
「
持
疋
RU
簿
一
杭
定
後
も
「
一
「
ふ
ノ
リ

と
い
っ
た

4hr叩
護
士
の
制
引
が
不
ハ
け
で
あ
ゐ
と
い
う
こ
と
亡
、

ハ
明
治
問
一
一

九
R
J

山
一
定
期
総
会
で
、

一
九
つ
八
年

改
正
宗
が
捉
不
さ
れ
、
改
正
が
一
試
み
ら
れ
令
こ
と
に
L
J
T
J
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ぷ、ふ刊

N
A
U
削

川

り

れ
て
い
主
い
の
で
、
一
凡
ト
の

γ-期
総
ι之
、
提
京
さ
れ
た
会
則
改
ー
リ
案
が
ど
の
よ
う
な
符
許
で

ι案
さ

れ
た
の
L

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
ぶ
リ
世
し
ん
す
の
大
津
力
議
一
A

F

ぶ
側
の
計
支

二)ノド
i
:
コ
、
ご
、

i
d
l
t
i
v一
し

1

河
長
川
刈
改
正
案
を
提
案
す
る

L
申
ー
た
っ
て
当
時
の
弁
設

さ
に
却
〕
た
会
則
改
け
が
試
み
ら
れ
れ
と
推
測
へ
ぐ
れ
る
一

ナムム
V

K

(

川
i
d」
円
相
人
れ
3

た
で
山
叫
に
お
い
二
は
、
池
山
地
力
の
hF
夜
士
会
則
を
安
寺
に
し
と
会
剖
改
辻
本
を
起
業
し
、
レ
ヘ
ド
、
「
第

五
い
い
久
λ

ハ
m
J
4
名
簿
ノ
以
内
山
半
ナ
ル
ガ
為
メ
改
-
汁
ヲ
認
メ
L

て
起
業
し
ん
も
の
で
あ
る
と
強
河
三
一
れ
て
い
る
n

会
長
か
ら
の
説
[
引
を
そ

け
て
、
会
叫
改
i

げ
案
に
つ
川

C
七
名
の
前
九
HFJ門
間
ト
よ
ゐ
一
宅
民
会
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
ず
の
検
討
の
改
め
て
総
会
ご
審
ぶ
さ
れ
F
O
こ

3
J
 

L
r
-
Y
T匂
ヲ
ム
だ
し
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円
』
1
ヒ
月
f
ハリ

九
む
八
宇
六
月

ヒ
U
仁
会
刊
4
1

民
江
い
つ
い
て
の
罰
清
委
員
会
心
誠
叶
口
が
会
げ
(
に
徒
主
さ
れ
、

そ
の
M
抑
止
μ
を
勺
け
亡
、

開
催
さ
れ
、
会
引
が
げ
は
王
メ
れ
た
…

土
月
定
期
総
会
に
操
業
さ
れ
た
内
改
比
九
九

，
~ch一
き
こ
と
よ
す
)
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

ヘ
寸
ぺ
九
ド
l
π
ー
、
マ
品

一
l

v

j

t

ポ
部
1[' 

ITi~: 
士
〆人~

会本
間1-:t自
ムシ

n 0) 
人間

以
ー
の
表
約
通
り
ご
志
る

年
五
月
{
ノ
羽
仏
川
叫
ん
だ
に
の
改
一
石
川
実
と
を

ι町
さ
?
に
も
の
で
あ
る
υ

わ
り
で
同
駅
ト
y-

な
っ
た
条
y

ん
は
、

の
安
は

一
九
日
川
年

明
治

同
叫
立
町
ハ
楽
的
出
ur
は
、
。
八
年
心
期
総
去
で
の
川
ヒ
清
の
発
言
か
ら
読
み
取
る
こ
ソ
が
で
き
る
c

川
上
は
、
従
指
l
品
約
九
日
条
の

山
川
{
記
号
南
主
「
会
員
又
ハ
存
口
パ
凡
一
ア
訴
訟
/
川
村
人
斤
ロ
以
ア
利
ヲ
?
、
さ
ヨ
j
訴
訟

7
件
ノ
伏
粕
一
ブ
受
ヶ
パ
コ
ト
」
は
で
き
な
い
に
し

た
に
も
か
が
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
f

効
果
は
な
か
勺
土
、
そ
p

v

で
、
山
年
度
に
調
託
委
況
を
説
け
て
、
検
半
向
。
盤
一
『
門
出
尚
一
い
刈
去
を
依
約

し
、
裁
斗
所
に
も
い
Z
Fノ
争
一
司
さ
「
指
定
名
簿
(
前
九
州
ん
「
守
山
名
舟

の
こ
と
l
l
l
F字
半
有
}

ノ
改
正
L
}
フ
苅
リ
タ
ル
之
、
戎
ハ
名
持
一
院
内
督
、
ン

ゎ

y
ル

ν日
二
、
ン
ア
H

W

4

一
↑
復
、
ン
ク
ル
汁
ア
リ
、
其
他
警
築
市
ノ
必
台
ノ
相
ふ
町
二
安
一
一
官
ノ
説
レ
ノ
主
一
、
ン
モ
F

フ
ス
、
況
ヤ
本
会
民
一
一
於
一
フ

況
に
松
戸
J

た

コ
一
巾
治
乙
駁
t
G
口A
ノ
岩

E
r
r
リ
テ
月

f
弓
欠
司
、
其
結
以
ポ
ヂ
公
ド
、
I
4
F
H
J
卦
院
l

分
ナ
ル
制
也
市
/
汁
凶
行
ハ
財
人
こ
と
が
む
き
な
い
状

ザ什
f

杢
川
市
叶
此
度
湾
人
筏
守
一
で
蝿
此
を
断
念
し
た
の
と
同
じ

と
説
明
す
と

こ
こ
に
は
前
述

L
と
太
九
什
介
~
棋
士
会
が
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，;~~ ゴ
問

ー
し
り
同
汗
戸
明
治
一
仁
、
立
が
、
i

ペ
ザ
恥
去
ム
4

凶

前
一
円
弘
、
常
議
」
口
ハ
左
ノ
事
h
Jノ
議

ス

日

時

笠

出

)

五
訴
訟
ノ
バ

Y
リ
ヲ
以
一
プ
利
子
寸
ム
ソ
ハ
H
7
指
J

也
、
ン
サ
一
可
ク
川
町
指
F

一
九
ノ
は

消
二
悶
ス
ル
事
項

ハ
全
員
メ
ノ
科
」
口
ノ
事
市
民
写
ノ
解
怖
い
寸
ン
ム
ル
一
院
ス
ル
事
一
ば

め
五
条
会
巨
人
八
客
員
ハ
凡
一
ア
一
品
一
訟
ノ
紹
介
マ
以

7
刊
ヲ
位

ι作者

ゴ

y
訴
訟
手
引
ノ
依
松
司
苫
ケ
H

寸
ヲ
一
得
リ
ヘ

熱

、

条

常

t

一
替
口
ん
ム
ハ
人
子
日
r

ヘ
ヘ
耳
目
〆
予
心
持
し
貝
汁
T
I
4
ノ
事

ιJJ
該

当パベ
M

苦
f

ソ
ト
ザ
め
メ
タ
ケ
ー
キ
ハ
決
一
声
ノ

l
会
長
可
程
一
ア
リ
(
芹
ア
騨

愉
人
ヘ
キ
旨
ヲ
車
、
一
丁
↓
迎
た
ス
ル
寸
1

ァ
得
戸
市
l

略

品

平

交

パ

-

ニ
京
料
府
立
警
半
端
(
条
計
九
日
P

法
ム
J

ノ
規
l

屯
一
一
依
ル
一
七
ノ
一
-
非
ス

ン

川Jヘ持
f月1I :::: 1 ， 
ハ ヨ訂正人 1 ; 

号TF条 I~、
;、陶 iι|守

主IZ百I'，J
42 4主|空
f't;町一 ノ|
員?事
;1¥ J'l 

角c f-ブ
h常利 ~i\
_I~: ";1 ス
/悩(

ム ム凶

" 常時

間市
ス 半主宰
}l :} Z 

事 ft
J~i ;f 

主

h
月
岸
部
総
公
と
の
改
正
事
業

弟
、
条
吊
議
〕
円
へ
お
ハ
A
A
ロ
H
P
X
ハ
ヰ

H
，L
ヤ
希
同
庁
主
ノ
事
正
一
夜
半

ミ
ル
古
ア
リ
ト
必
メ
ケ
ル
ト
キ
ハ
山
内
誌
ノ

l
会
長
ヲ
壮
一
y

弐
省
司
解
備
ヌ

マ
乙
円
ヲ
程
、
一
千
一
一
週
1

叫
ス
M

Y
一ト
J

持
(
中
崎
宇
品
)

二
一
占
訟
ノ
創
刊
ム
ノ
」
ヴ
以
フ
利
一
ブ
朴
ミ
タ
ル
行
跡
ア
ル
ェ
ノ
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状
泌
を
詩
作
h
M
る
こ
こ
が
で
き
る
J

口
則
ノ
矧
キ
宏
美
ケ
ル
現
J

疋
ノ
ト
一
、

一
小
公
ヮ
ト
ル
品
川
{ι
名
注
円
寸
ブ
刊
と
「
山
川
岬
づ
ン
ト
ス
ル
ハ
工
ロ

群
ノ
古
一
宇
一
ン
ァ
、
決
γ
ァ
励
行
出
示
日
引
ル
塀
ハ
疋
ヲ
右
ス
ル
ハ

ノ
発
布
き
れ
た
こ
と
や
広
い
機
会
r

し
て
、
刊
〈
了
に
よ
っ
て
1

金
看
板
ι
マ
キ
ノ
コ
一
ゲ
ヴ
「
ル
早
一
ノ

7
1間
引
サ
ル
ル

F
三
7
ル
一
の
ご
、

一
げ
開
示
る
、
そ
こ
で
、
改
け
案
こ
し
〈
は
、
「
昨
年
京
都
連
位
一
言
一
昌
子

そ
丹
un
い
絞
ウ
て
規
定
化
す
れ
は
、
「
笠
間
狭
小
十
ル
エ
一
、
交
刑
者
一
y
ウ
一
口
一
評
判
Z

ノ
詰
タ
レ
パ
志
牛
耳
前
月
一
ン
ア
検
挙
百
易
L
j

レ
ハ
、

会
H
H
内
部
ノ
問
M
H
化
成
ノ
れ
モ
ペ
什
H
対
二
出
来
日
河
ル
事
ト
ト
リ
、
始
メ
ワ
法
ノ
先
人

7
山
ク
ル
ポ
1
l
t
ブ

る
だ
ろ
、
っ
と
し
た
の
で
あ
る

こ
の
」
う
な
尽
竹
川
小
ら
、
改
ぺ
は
従
ご
は
、

訴
訟
ノ
約
九
パ
ザ
以
一
ア
利
ほ
ノ
V
A
山
者
」
と
川
、
っ
抽
象
均
な
文
言
を
改
め
て
、
川
小
祁
山
川
述
警

出
汁
山
幸

条
お
九
一
す
迫
以
で
却
を
去
り
わ
梓
に
町
民
疋
ず
る
こ
と
ー
に
し
た
c

そ
の
結
果
第
二
六
条
で
常
設
員
会
心
管
軒
下
現
レ
し
さ
れ
て
い
た
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訴
芯
ノ
ぷ
介
ヰ
以
予
利
つ
づ
リ
U
ム
hv刊

を

指
i
d

疋
3
9
る
業
許
可
は
不
要
と
な
り

改
正
以
リ
タ
で
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
仁
な
、
七
三
寸
ヴ

A
L突
で

は
大
津
ム
討
議
士
余
と
同
株
一
特
{
ペ
ゲ
h
J
冷
」
(
本
中
人
科
の
↓
与
れ
で
は
一
北
畑
山
七
名
泊
」
戸

は
投
棄
さ
れ
る
こ
と
ト
な
る

こ
の
よ
っ
L
、
会
出
し
り
叫
ぃ
F
山
誌
は
、

特
J
5口
汚
」
に
よ
る
規
制
の
高
効
性
を
問
題
と
、
ご
¥
阿
出
川
ソ
閉
山
の
よ

f甘
議

i
会
と
同
校
狩

だ
名
所
制
定
の

umみ
を
断
念
す
る
と
い
う
の
が
手
引
川
存
で
あ
っ
た
こ

V
L
F
ν

な
が
ら
、
こ
の
ほ
此
交
ば
規
制
対
象
t

ど
扶
く
以
不
す
る
こ

乙
に
よ
っ
て
、
規
制
4
一
的
化

1
る
ど
こ
ろ
か
、
モ
グ
リ
」

v

同
社
を
蚊
凶
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が

7
想
さ
れ
る
に
安
際
に
こ
う

L
丘
一
川
上
か
ら
の
防
対
論
が
、

L
L

コ
唱
改
止
胤
案
を
hk
け
九
J

河
丘
一
宏
九
円
門
γ
、
去
、
歌
し
く
民
泊
さ
れ
た
よ
う
ご
あ
り
、

詞
査
委
口
一
ム
お
の
報
け
の
な

判
九
閣
の
川
叫
枇
が
れ
け
4
l叶
J

ヘ
ふ
か
っ
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
に
か
で
き
る
。
す
な
わ
ち

か
1-

叫
査
委
員
会
は
折
山
心
的
に
泌
丘
「
)
冬
氷
山
中
ド

訴
訟
ノ
制
介
ヲ
以
一
ツ
什
ヲ
辺
ム
行
と
「
法
令
ノ
川
崎
太
一
一
伎
ル
エ
7
ノ
コ
ー
ス
ン
ア
広
々

の
し
h
w
仏
有
，

L
豆
非
法
ド
条
川
知
九
け
ん
1J
ド
土
り

利
を
主
け
た
告
を
並
列
的
に
版
ボ
し
、
お

ー
ハ
条
の

fM一
点
員
会
の
指
定
来
訪
の
規
定
も
存
続
、
一
三
せ
る
案
を
ま
と
の
で
似
告
し
た
の
一
V
あ

る
n

州
読
を
併
記
1J
七
だ
け
の
宗
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
1
4
ぬ
か
円
杭
釘
が
作
ら
れ
る
は
ず
も
な
く

総
人
山
で
は
ω川
ヘ
相
引
'
殺
し
く
刈
Y

げ
す

づ勾ヲ)ーと日いかりで
r
J
:
J
L
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珂
砕
を
「
片
一
ιμ
の
刊
吋
一
]
京
を
J

Y

J

に
会
則
改
け
が
L

廿
誌
さ
れ
L
T

月

九一
J
一八午

ヒ
H
の
総
会
で
は
、

ん
は
正
原
案
を

、

l
T
J
一

C
M
川洋い什「一、

ゾ
ソ
ア
ル
ポ
ハ
、

徒
同
省
一
於
テ
モ
行
令
同
係
官
ι
円U
L
r
一九一叫」

Lい

あ
る
t 
JヰI
J丈

粉
ノ了持

者
が
ナ
ふ

レ

つ

』品
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三刊
d
v戸
川
卜
活
が
p

出
寸
法
の
よ
ゐ
に
、
託
制
一
対
訟
と
す
る
平
一
グ
)
「
一
円
一
一
千
京
都
市
l
f
d
言
罪
弘
定
に
弘
定
ず
る
こ
と
宇
土
張

L

ゴ
問

" 

こ
J

J

4

】
¥

2

L

1
〉

決
ノ
一
↑
一
グ
ノ
ト
私
ス
ル
沼
u

行
会
刑
究

同
〕
ノ
¥
詞
ト
ヘ
H
委
民
会
を
構
成
〕
え
山
崎
恵
純
は
、

ぶ
会
ノ
豆
王
ハ
、

粂
ノ
訟
手
一
介
石
、
ン
一
ツ
什
ヲ
F
!

日
ヲ
、
/
ト
ス
ル
沢
長
ノ
徒
プ
訪
混
ピ
ノ
ト
ス
ル
柿
付

改
川
原
案
は
こ
の
精
神
い

何
一
フ
ノ
効

こ
あ
り

果
平
一
ナ
力
二
ノ
ン
k
l
U
H
出
ス
一
と

以
ず
る
u

山
崎
は
、
そ
も
そ
も
「
本
町
力
造
登
山
非
第
九
写
発
争
後
、
係
ニ
同
市
比
九
宝
門
人
立
名
指
八
芋
叫
し

タ
ル
u
hハ

人
ノ
処
罰
百
も
士

が
か
ら
と
い
っ

C
一
泊
三
一
グ
リ
ー
フ
ル
モ
ノ

実
収
川
二
於
テ
ハ

が
い
な
く
な
一
~
た
わ
げ
で
は
な
く

向島一」同小の不、にヰ
J

L

上
る
か
刊
何
者
の
巧
妙
さ
に
よ
ふ
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

一
何
レ
一
ア
ン
チ
E
該
法
令
ハ
恰
そ
必
l
J

九一一用料、
J

旨
ル
ナ

崎
ル
コ
比
ノ
死
kd
一
一
拠
ソ
ユ
ノ
本
丸
木
ロ
ノ
設
ク
ル
一
七
、
又
枕
丈
一
一
川
ナ
一
フ
ス

果
ン
チ
松
一
ァ
パ
対
日
モ
グ
リ
ヲ
配
被
ス
ル
モ
日
川
代
フ

リ
」
と

υ

、
調
合
委
員
ム
山
知
刊
円
で
は
一
計
衷
的
に
従
前
の
丈
一
ピ
乞
加
、
一
に
一
条
よ
仁

ν

た
の
だ
、
と
述
べ
た
v

い
山
崎
の
意
見
に
つ
い
て
は
、

訓士山
L

一
を
い
外
の

席
者
か
ら
も
ム
夜
、
U

ょ
、
引
に
仕
、
成
脊
見
が
山
え
ら
れ
一
L

v
る
ハ
会
川
原
設
を
杭
実

L
h
f
「
川
上
忍
廿
'
他
一
一
一
氏
川
、

十
ギ
タ

7
d
…
則
が
制
定
さ
'
f
t

筆
者
一
当
時
ノ

ご
T
u
じ
た
v
v
の
T
J的
内
定
つ

、
日
可
L
1
J

ド
ー
ン
カ

jgイ

/
ず
~μ
汁
J
ル
叶
J

v

川
ニ
ン
)
ア

J

1

j

l

ι

l

t

 

が
喜
一
主
九
九
ソ
汰
刊
河
川
ノ
弁
芝
デ
控
川
一
ム
デ
ス
ル
ィ
寸
砕
け
吋
数
ノ
平
一
ゲ
1
F

ハ
示
日
ノ
ナ
ン
一
「
詰
駈
ケ
、
有
議
?
-
4
0

モ

j
り

山「

J

カ
ヘ
汁
夜
十
力
、
別
了
ン
却
炉
王
程
一
T

風
紀
所
/
円
以
忠
一
F

サ
カ
サ
エ
エ
、
別
事
ト
打
数
司
勺
J
渉
、
ン
種
々
日
レ
ノ
結
果
f

ノ
ん
L
J
ノ
防
ク
ョ

ト
二
L

J

Y

タ一

の
ご
あ
る
、
川

i
z
q
ノ
一
み
ノ
如
ク
取
締
カ
出
京
ル
、
出
ャ
ン
ト

r
A
7
ハ
叫
ス
ル
ニ
一
議
r一
州
一
、
ン
て
ん
L
畑
作
重
丈
ノ
件
ア

レ
パ
川
叫
に
」
白
一

丸
木
犯
高
検
挙
ス
ル
て
と
日
同
体
が

U
的
ご
は
な
い
、

TF
誌
と
し
て
の
「
椛
分
ノ
叫
引
7
A
ホ
ッ
一
一
必
長
L
j

ル
附
以

二
一
ン
フ
、
止
拍
ー
'
て
科
待
わ
材
製
以
来
ム
「
日
ハ
安
一
一
山
一
一
品
シ
ム
r紅
体
白
弓
革
メ
タ
ル
モ
ノ
ナ
什
G

快…
iv
ご

ね

此

悶
J

川
ヲ
撤
回
セ
ン
刀
、

判
ノ
コ
一
グ
リ
甲
パ
洪
水
ノ

ン
タ
ル
却
ク
ハ
ヲ
叫
ゾ
前
北
ノ
沢
プ
カ
柾
ク
襲
来
、
ン
テ
、

旧
休
ハ
ヲ
河
泊
λ
L
V

コ
、
山
町
古
川

で
あ
ろ
う



乙
す
る
二
一
幣
川
開
花
一
斉
)
九
津
汁
一
一
広
之
官
で
は
、
同
じ
f
h

う
な
議
論
の
よ
市
民
〈
、
特
J

疋
再
協
同
制
役
を
廃
J

h

7

1

1

ぞ
の
結
果
、
あ
た
か
も

出
張
ポ
務
員
ノ
事
務
所
一
に
「
カ
去
十
ハ
技
用
人
ノ
矧
ク
あ
る
舗
を
け
?
?
す
る
F

℃
ど
仁
な
っ
p
t

一
と
を
前
述

L
た
が
、
以
!
の
反
対

山
川
は
そ
う
に
一
一
私
以
本
一
一
千
一
色
川
す
る
も
の
ご
あ
る
〉

結
1
H
総
会
て
は
、

折
長
崎
人
叫
司
南
安
日
一
会
報
古
円
以
烹
も
、
会
川
改
止
原
案
も
世
一
成
少
数
い
よ
り
ヘ
円
九
ば
さ
れ
、

災
前
内
科
疋
が
作
続

γ

る
こ
と
と
な
っ
た
u

そ
の
結
果
、
大
片
、
て
H
士
二
が
九
以
来
し
ん
川
吋
山
名
簿
を
、
同
に
ノ
¥
存
続
と
右
っ
た
ん
ム
サ
ノ
第

ハh
h
T

品
目
「
↑
勺
の
一
戸
川
川
正
ト

L
七
が
っ
て
た
期
的
に
点
検
し

モ
ゲ
リ
一
一

る
こ
と
と
な
っ

て
れ
ら
の
い
い
…
険
改
一
副

そ
れ
を
ほ
じ
て

C) 

M
d

ザ
木
は
、

「lvt出
川
山
=
ム
ー
よ
り
昭
和
市
ム
干

骨
山
寺
川
民
会
記
y
比一

ら
京
都
守
議
上
九
式
一
昨
成
fr
人事円

2
」

に
コ
山
お
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
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は

尽

部

弁

護

士

A
y
r対
応
し
よ
ろ
レ
/
し
た
ゴ
ヲ
ム
バ
設
L
L
い
悼
の
古
前
凶
は
と
の
ょ
っ
な
も
の
で
あ
と
の
だ
ろ
ソ
か
改
訂
が
絞
り
反
さ
れ

一心

そ
の
一
提
を
以
ー
に
口
ん
て
み
よ
入
J
勺

た
特
十
~JL冷
え
一
撚
珪
す
る
こ
と
で
、
口
出
ト
引
な
劉
十
回
に
限
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
が

叫
賀
県
践
の
汚

剖
を
削
ほ
に

ν
た
4

可
'
拐
悶
寸
+
の
私
坪
を
胤
い
る
と

f
れ
ば
、

こ
の
判
定
名
簿
の
仙
川
市
を
泌
ヒ
て
、
六
J
W
山
古
川
岐
に
お
け
る

不
認
可
事
務

民
」
ー
池
↑
勺
ノ
訴
芯
ウ
務
ご
関
係
ス
ル
モ
ノ
」
の
量
的
分
布
が
あ
る
程
交
配
伝
さ

rる
こ
と
に

ゐ。

ー
小
都
弁
護
丈
戸
v
お
け
る
特
た
ん
桁
持
制
度
の
限
り
机
f
d

の
哨
矢
は
、
前
、
山
1
ν

た
ぶ
つ
仁
大
津
弁
護
丈
山
と
日
ヨ
捻
し
て
刊
日
1

A

U

た
「
問

比
一
八
ヘ
ハ
十
月

特
疋
名
簿
一
で
あ
え
「
十
人
中
、
京
ぷ
一
可
力
議
会
ニ
於
一
y
当
利
ヲ
日
的
一
ト
ン
訴
九
時
ノ
紹
介
ヲ
業
ト
為
ス
モ
ノ
ト

」

N
U

メ
ぷ
佼
共
料
介
一
一
ー
心
七
サ
ル
事
ト
バ
定
セ
シ
指
名
主
人
ノ
知
ン
/
一
い
う
前
主
が
ノ
U
さ
れ
て
い
る
J

京
ぶ
方
議
1
ム
古
川
市
議
r
口
去
は
、

山
口
問
団
(
一
年
よ
れ
川
町
和
二
刊

ご
時
認
さ
れ
る
出
り
で
は

一
九
九
計
戸
7

ベ
日
人
)
ま
で

一
回
改
訂
を

d

っ
し
J
i
i
M
n

f
一

L

J

主
〉
バ
イ
4jJ

川
年
立
心
一
い
い
い
の
吊
減
員
会
仁
、

1

訴
訟
紹
介
桁
百
名
簿
抗
除
ぷ
一

t
t
題
し
て
、
日
訓
拐
に
指
定
ヲ
ベ
き
候
待

C
は
尚
宏
委
員
を
設
け
て
検
討
す
る
こ
と
し
い
し
、

M
N
T

一
誌
が
提
出
さ
れ
て
い
ふ
。

円

" 
七

U
の
υ
市
交
員
会
で

訟
什
山
山
内
ノ
行
為
寺
、
ね
ノ
行
動
ヲ
ぬ
セ
ン
J

ノ
」
の
詞
査
部
忠
門
主
け
が
続
出

5
れ
、
こ
れ
い
基
づ
い
て
新
規
桁
疋
と
化
亡
与
に
よ
る
折
正
解 c ~t~ 
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除
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ノ
h
H

わ
れ
F
C

-muポ
ヨ
日

v
c
h
いた
c

一
九
一
六
年
川
け
の
常
議
員
A

山
で
は
、

七
切
だ
解
除

1
べ
き

し
ノ
{
ニ
コ

j
f
l
J
L
 

一
λ
q
h
月
三
=
帆
員
会
で
は
、

出
判
定
名
簿
」
の
一
再
調
合
じ
怠
づ
き
、
利
た
な
指
定
と
、
引
説
時
期
に
お
い
と
一
詐
訟
紛
へ
刀
事
実
が
な
い

ゴ
問

ご
て
あ
る
い
は
死
亡
キ
一
巡
山
と
す
る
指
定
解
除
が
行
わ
れ
た
ラ

以
i
内
改

1
活
科
を
プ
岸
辺
L

h

J

W

じ
り
の
が

爪
お
山
川
崎
の
訴
訟
初
予
を
芳
レ
ず
る
お
の
指
ー
句
者
一

「
ベ
別
表
y
d

二門
J

(

一
九
つ
立
3

j

~

h
合
J

で
あ
ゐ
巳

け
治
末
か
ら
八
-
汁
山
川
円
京
都
の
山
L
F一
浪
士
数
の
従
透
は
、
前
倒
目
玉
ー
の
返
り
戸
よ
あ
る
の

}
t
号、上

-
1
1

、j
l
t
i
l
t

ん
Cτ
パトヰ

「件
4

泊
三
八

沿
い
九
，
日
肢
の
弁
護
士
数
の
小
さ
な
ピ
ー
ク
を
形
成

L
七
=
名
で
あ
る
r

京
市
の
弁
護
ム
L

た
む
が
滋
飼
県
域
に

出
張

F
務
所
在
位
極
的
に
は
間
し
一
ー
ぐ
る
一
九
ひ
と
年
代
に
つ
い
て
の
前
向
の
分
析
し

C昨
今

J
J
q
Z
弁
衣
ー
の
市
加
咋
切
で
あ
ゐ
と
¥
ん

ω 

そ
の
後
。
!
日
ノ
名
弦
に
ま
ポ
減
少
す
る
が
、

一
九
一
心
年
代
以
降
に
は
、
北
パ
設
!
試
駁
合
格
背
治
加
策
や
試
級
制
度
弐
本
に
件
、
ノ
弁

一

F
え

〉

λ
Z
H
、
E

J

E
}
5
0
1
力
;
c
t

(
(
橋
本
=
成

(
ハ
)
~
い
サ
い
れ
ハ
仏

同
七
戸
円
以
下
)
、
己
都
で
も
-
ー
一
九

(
ハ
)
作
代
後
ド
に
は
八
一

υむ
を
程
、
ぇ
、

ハ
年
代
の
急
増
羽
か
迎
、
プ
L

る
こ
と
ド
な
る
、
、
れ
に
対
ぷ
¥
別
表
つ
み
の
将
J
2
7
薄
治
二
心
背
紋
は
、

九
〈
)
半
年
担
】
だ
背

r 

ノし

川
年
追
加
計
'
疋

Z
I八
六
名
、
合
計
一
九
七
ι
れ
と
な
る
一

ム

ん

ム

パ

作

1よ」
tf
山、ぃ
v

こ
よ
リ
点
二
に
解
除
さ
れ
る
も
の
が
八
九
名

存
血
す
る
=
は
い
、
λ
、
川
市
に
弁
護
十
円
叫
ん
帆
倍
の
量
が
同
町
市
郊
戸
れ
る
)

依
む
の
多
く

滋
賀
原
域
の
特
定
名
簿
U

削
岩
勺
と
対
日
i

的
な
の
は
、

が
い
爪
都
市
内
に
住
い
れ
を
邑
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る

日
住
地
が
川
一
閉
し
て
い
る
ふ
拾
の
う
ち
、
都
町
山
口
川
川
什
f
u
b
は

九
名
で
あ
リ

品川口
J
j
は
す
べ
て
京
邸
中
叫
い
出
仕
し
て
い
る
。

そ
れ
丈
け
か
れ
い
り
は
同
じ
均
成
で
7
4
Y
同
士
レ
蕊
合
す
る
の
で
あ
h

戸一二、い
m
品川匂す訟は

士
会
一
庁
内
定
名
簿
義
一
存
続
さ
せ
た
行
口
抗
を
い
~
る
こ
と
が
で
さ
る
u

他
川
バ
て
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
れ
ら
を
右
川
ー
と
与
え
、
指
モ

名
簿
か
ら
健
一
徐

T
Qこ
と
を
要
求
仁
、
山
中
務
員
と
し
ご
↓
雇
川
す
る
こ
と
日
出
執
す
る
会
員
計
逗
土
も
似
強
く
存
う
す
る
r

郡
部
に
居
円

J

ヲ
ノ
vhr

F
れ
は

い
ず
れ
も
行
認
士
事
務
員
の
い
巾
脅
さ
を
持
つ
内
と
し
て
符
正
名
簿
に
指
主
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
以
賀
県
域 fL 

寸九
r 
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で
見
コ
れ
た
述
携
a

ル
ム
ハ
告
関
係
の
異
刊
こ
込
ら
れ
る
、

月
都
市
川
浩
伎
の
今
川
、

日
お
、

T
O
、

F
E
 H 
，;rてv、i

郡
部
作
住
の
h

れ
も
弁
護
÷
か
ら
の
強
力
な
掲
示
解
除
咲
か
ぶ
が
あ
J

て
ザ
除
さ
れ
て
い
る
。

H
お
は
川
正
末
則
か
ら
弁
一
一
内
ヰ
務
九
と
〕
ご
足
時
さ
れ
い
、

非
一
れ
は
な
い
ど
い

の
す
議
ナ
ー
か
ら
の
芳
一
山
町
比
五
叫
が
あ
っ
し
い
解
除

3
れ
、
再
ぴ

!F務
け
(
/
一
二
、
雇
用
さ
れ
し
い
る
つ
日

ωは
司

f

の
対
い
い
が
つ
い
て
検
事
局
北
青
が
な
さ
れ
九
そ
ヵ
?
え
で
事
務
社
に
尾
弔
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
改
め
て
特
定
名
簿
に
指
疋
さ
れ
れ
J

O

し
か
し
三
吊
し
て
い
た
計
一
言
士
か
h

指
疋
解
除
請
求
が
な
免
れ
認
め
り
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
巳
三
一
ら
に
そ
の
役
川
の

に
版
社
さ

れ
る
と
き
に
も
f

市
議
員
会
は
ポ
務
員
レ
し
し
て
一
d
寸
を
渋
っ
た
が
、
川
市
内
H
E仔
を
υ

愉
に
行
つ
こ
と
乞
条
件
に
事
一
括
μ
H
H
一
定
一
川
を
山
認
め
ら
れ
た
り

百
一
切
は
、
非
行
ぼ
由
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
務
員
と
し
て
川
市
刑
さ
れ
る
こ
と
が
認
り
さ
れ
ん
事
情
で
め
る
こ
の
よ
う
に
叶
吊
談
員

川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥.，:.;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

会
が
そ
の
よ
ナ
汀
を
疑
〆
ノ
て
い
る
に
も
か
か

γη
ず
弁
護
f
I
下
脅
戸
了
一
し
て
同
市
閉
山
さ
れ
て
い
七
引
は
、

H 
4::: 

i
jぃ、

i

4

 日
一
凶
に
け
ん
ら
れ
ふ
っ

検
事
川
仁
川
高
官
に
よ
り
い
別
利
が
あ
る
p

l

が
終
認
さ
札
た
の
む

常
議
員
会
が
前
需
要
誌
を
中
」
誌
忌
出
弁
芯

1
Lわ
っ
た
に
も
か
か
わ
人

ず
、
日
侃
に
つ
い
て
は
要
詰
が
但
訂
さ
れ
て
い
る

以
し
の
非
同
に
臥
り

rた
分
析
で
は
あ
る
が
、

5
こ
か

Rhv沼
崎
で
き
る
浅
賀
叫
い
、
球
レ
ム
比
較
、
L

て
の
↓
以
出
府
域
の

の
よ
よ
ノ
ご

ーへノ
iJrk

ふ。
;
ι
f
r

の
均
台
は
、
弁
護
用
問
、
「
ぜ
叶
事
務
日
一
い
円
、
特
定
名
簿
品
定
書
」
阿
川
(
「
不
認
可
事
務
員
一
μ
?
1
治
ん
〆
訴
訟
寸
務
ニ

山
畑
一
派
ス
ル
コ
一
/
一
層
、
の
う
ち
、
前
二
長
が
裁
判
所
所
r
仕
地
丹
市
が
に
集
ハ
い

L
、
~
信
者
か
批
凶
民
岳
山
町
人
王
位
に
叶
山
長
二
、
い
る
と
い
、
つ
卓

前
一
積
七
〕
八
百
肘
の
辺
山
川
ぶ
ノ
詔
ラ
)
れ
に
対

L
t
、
古
品
川
付
以
の
均
台
は

」
出
い
治
り
な
帯
m
z
γ

博
記
し
で
J

と

』
:
一

t

J

i

j

j

F

l

j

明
ら
れ
た
京
抑
川
市
戸
川
に

二
者
ぜ
庁
長
小
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

、す
F
H
士
層
と
特
で
々
h
U
M
t
t

指
定
何
層
と
の
問
の

こ
と
は
た
や
す
く

一」》、

hL1-M

郡
山
ノ
者
土
会
が
符
£
朽
薄
利
度
き
存
続
さ
せ
た
去
勢
の
同
町
山
を
見
る
こ
と
が
f
Z
J
C
る
こ
と
は
r

日
挫
し
ん
と
お
り
ず
あ
る
r

r

h

J

、~、、

!し

A
M
1
L
J
4
4
H

ら
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
桁
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
弁
設
L
じ
か
ら
析
に
絞
れ
て
徒
出
さ
れ
る
特
定
名
簿
指
定
解
除
要
ぶ
か
ら
は
、
特
定
。
什
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簿
J
h

一
一
パ
ぶ
」
す
戸
市
ど
ユ
ル
出
前
・
日
、
止
す
る
こ
μ

に
か
れ
ら
が
官
同
作
を
え
川
之
、
い
る
こ
こ
が
h
か
る
に

ん
不
判
的
の
針
作
れ
で
の
タ
ゲ

ま
た
長
際
に
、

、
は
川
山
一
杭
円
分
お
や
別
式
1
ー
か
ら
わ
か
る
五
、
つ
に

に
対

L
C
は
出
張

7
務
所
J
T
N

也
極
的
L
m
抗日
L
て
い
る
の
で
あ
れ

ゴ
問

ム
ロ
別
改
正
案
を
4

丸
山
し
え
川
上
清
も
ま
た
、

一
六
つ
一
』
什
f

(

川
治
一
川
一
)
以
降
?
γ
八
津
市
て
大
津
、
立
法
土
人
以
か
り
ぶ
認
内
一
い
な
一
ハ
た
事
務

円月一
JT
抱
、
ス
て
出
張
事
務
所
経
討
を
行
一
っ
て
い
る
の
で
あ
る

川
=
百
円
山
令
山
泊
二
?
と
は
い
え
、
弁
設
士
会
と
し
て
は
、
二
、
つ
た

wtr一
蹴
杭
刻
家
と

L
た
こ
と
も
ボ
宇
、
で
あ
る
n

そ
う
さ
。
と
、
そ
う
し
ん
存
読
会
の
対
応
に
も
か
カ
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
大
半
期
に
お

い
て
も
恨
持
く
符
£
朽
湾
指
定
者
凶
引
は
存
続
し
待
七
の
だ
ろ
う
か
〈
こ
の
内
4

を
引
ら
か
じ
す
る
た
め
に
は
、

旧
判
山
'
を
変
え
て
、
か
れ
、
り

特
定
名
消
折
正
高
層
(

1

不
可
恥
可
半
J

崎
山
口
同
・
一
地
方
ノ
訴
訟
七
務
一
関
係
ス
ル
モ
ノ
」
い
凶
戸
)
を
枇
刑
す
る
「
一
段
訴
訟
人

)
j
d
J
l
 

心

4
r
d

か
ら
、
そ
の
法
的
千
ノ

1JV一
ス
常
習
九
九
足
の
山
久
求
に
か
れ
ら
が
レ
ど
の
よ
う
に
出
え
た
の
か
、
そ
の
L

出
動
の
註
ん
れ
な
出
で
の

5
ら
な
る
検
討

が
じ
ル
也
と
な
る

J

~，l 
'，'1-. 

Tf 

川
書
の
!
末
尾
に
述
べ
た
↓
ふ
つ
い
¥
こ
れ
ま
で
枚
汁
ょ
、
え
た
記
没
地
戊
の
訓
升
議
十
屑
(
「
訟
可
市
川
務
員
」
層
、
特
定
ヤ
イ
待
に

pq-に

主
れ
る

1
7

小
認
叶
事
務
口
一
層
・
た
方
ノ
J

山
芯

n務
一
一
関
係
ス
ル
そ
ノ

μ
ご
が
、
実
際
-L
ど
の
一
で
つ
な
形

の
「
一
般

訴
ぷ
人

の
法
的
サ
ー
ド
ス
の
需
要
充
足
に
判
わ
っ
こ
い
た
の
占
J
t
い
ろ
攻
辻
が
λ

ー
川
、
で
あ
る
)
弁
一
広
之
さ
ら
に
は
検
事
局
な
d

の
政
策
対
お
は
別

γ
し
と

、L
3

2

カ
t
L
Y刀

-
一
定

!
lム
¥

一
出
向
て
三
日
ノ

あ
ふ
い
は
白
出
灯
弁
刊
誌
の
-
{
パ
ペ
の
恒
一
川
町
軟
を
乙
て

そ
う
し
よ
早
川
巾
久
米
川
止
に

河
ら
か
の
ヴ
一
1
1
L

を
恥
た
l
て
い
た
と
す
れ
ば
、

か
れ
γ
h
v

の
山
山
仕
い
げ
が
務
処
理
の
あ
り
方
、

め
ん
引
い
は
そ
の
校
孟
‘
能
力
の
い
の
よ
う
な
い
門
4

竹
J
4
川
ん
印
さ
れ
た
た
め
な
の
ぞ
ろ
う
か
。

こ
の
占
に
関
し
て

一
絵
本
誠

cfu百

「
休
異
質

f

ょ、ドドんヘ
J

リロド山一一れの

U
C
ょ、

l
i
n
u
h
F
I
V
}
一

l

出
ノ
¥
代
言
人
な
い
じ
は
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公
い
で
リ
仲
間
佳
ご
訴
訟
代
貯
や
行
、
つ
「
代
人
浩
司
が
ゴ
ペ
ら
仇

八
九
一
J
九
i

れ
:
ん
い
い
ム
ま
で

ν
ょ
っ
:
川
町
ム
門
い

l
!
b
i
ィ

前
期
大
音
弘
氏
ギ
刊
渋
H

況
の
悉
菅
川
川
合

JF打
コ
ル
y

{

清
ぷ
誠

(明
J

一
j

八

1

)
〉
リ
こ

、
d

l

l

一
一
(
¥
一
つ
]

八

}
h
t
ヘ
ハ
ゾ
午

;止

免
前
代
一
ヨ
ー
へ
で
な
い
芸
が
「
代
人
一
占
、

ν
て
J
P

ル
~
岳
民

を
行
勺
て
い
た
事
仰
を
問
ら
か
に
し
た
J

そ
午
、
狭
い
地
川
町
関
係

に
現
氾
さ
れ
ず
よ
N
A広
い
笠
間
で

と

L
C
一
志
ヘ
川
代
却
を
業
と

L
て
行
っ
て
い
る
人
々
日
刊
に
川
広
ノ
¥
ム
ヤ
什
し
て
い
ん
J

こ
と
を
刈
ら

か
に
し
て
い
る
n

こ
の
ル
に
つ
い
ー
さ
ら
に
(
林
E
、
豊
子
・
二
心
)
は
、
こ
、
つ
し
た
何
百
人
資
格
を
持
た
な
い

1

代
人
長
居
内

引ム戸川ムい凶
T
古
川
吋
り
カ
に
す
る
目
安
件
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
氏
事
判
仏
原
本
↓
ア
タ
ペ

l
づ
へ
の
一
ハ
リ
析
の
有
市
住
い
つ
い
て
ボ
峻
|
一
て

-
屯
ツ
九
F
V
「

川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥.，:_;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

そ
こ
で
、
明
治
半
期
・
人

ι釘
古
川
象
l
L
L勺
本
商
で
は
量
的
分
析
し
か
行
い
γ

ハ
な
か
づ
た
が
、
か
れ
ム
2

が
ψ
l
咋
法
律
事
務
ら
主
取
り

扱
う
際
に
お
い
て
依
拠
し
え
た
そ
の
技
口
市
・
能
力
の
氾
京
本
、
彼
ら
の
一
代
人
」
と
し
て
の
山
町
ム
ロ
前
期
の
経
験
仁
巡
る
こ
と
に
よ
勺
一
、

ー
い
泌
地
械
の

4
弁
護
士
岡
山
の
お
首
長
子
が
か
り
に

明
治
前
期
民
事
判
決
原
本
一
7

1

1

タ
て
ー
ス

切
ろ
か
い
v

で
き
な
い
ど
ろ
っ
か

一
九
民
事
判
決
市
山
不
デ
ー
タ
ベ
ス

(
国
際
円

TA--ヘ
化
出
究
、
セ
ン
タ
ー
」
]
手
際
ふ
検
宗
て
そ
こ
で
判
明
市
三
ん
、

八
九
日
一
「
(
明

「
け
疋
名
簿
」
廷
内
に
考
が

)
ま
と
の
判
次
に

主主
，'， 

で l主j
句、 h
ると2 っ

" 
;; 
ヰ，

}を
理

F 
0) 

「
去
っ

ド士♂?世一間一ーの

ノ¥
JL 
u 

江J年
ま
〈
い
凶
わ
っ
た
氏
本
社
決
件
数

こ
の
表
が
ん
、
則
前
後
半
期
一
い
力
議
士
と
叫
に
波
淡
さ
主
ざ
ま
な
淫
撰
・
比
生
珂
係
を
持
つ
二
と
に
な
る
非
弁
護
+
川
闘
の
な
か
に
、

円
治
山
期
に
'
ヘ
オ
人
資
泡
一
を
い
什
た
な
い
で
け
末
、
と

L
C
一
志
ヘ
川
代
却
を
一
行
う
「
代
人
一

芳、
v

し
て
の
絞
殺
を
荷
電
し
て
い
た
者
計
J
Pじ
め
す
ゐ

こ
し
〈
が
浮
か
吋
リ
が
コ
て
く
る
。
:
こ
で
は
、
そ
の
ろ
九
に
位
=
名
に
コ
い

c許
の
検
討
を
し
て
み
よ
う
n

に
置
さ
そ
の
/
伝
点
都
市
内
山
路

L
、
z
八
一
日
以
作
嵩
む
で
の
一
件
も
毎
年
担
当
し
て
い
る
、
か

r
L
 

れ
の
畑
中
」
し
か
半
引
，
出
世
符
の
分
布
を
地
ド
に
似
し
た
も
の
が
、
庁
、
の

R
2
と
あ
る
F

子山ず

F
mは
司
治
問

r
問

忠
都
市
を
巾
一
三

時
刻
山
市
、
六
社
什
い
も
ノ
て
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Fl02町本鎚柚草、
M15まT大埠鍵屋町。
M15以後は京都穴

波羅南通興善町

M22頃1<1:、大津近郊栗
太郡矢橋村に在住.の

ちに大J章町内に移動L

A06の場合代人となる
場合と、自身が当事者と
なる場合がある(21件〉。

図2では代人と明記しで
高るもののみ記載

。東
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な
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よ
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:ミ、交リ 大;:ilrt- T>-1-.'i.:-E .- () 、 京戸目‘王、都市 T:):lj育口

Gυ! Igliei 長j7';llJJ T>~.3 9 -~I ↑ l りお f.r.c;:;"[t T出汁マ下出チ子市 欠品重品

Gn2 186日 ふに込山l S 2. :0.2/1 ¥ 人阪・人限it! 減山元日ヂ

G(可 18'l-'1 :水:--]:I]J T :!). 1:.1'1，己，j. ~; .三') ~&:ill ノ¥岸‘ゾ(;fL巾 植村善

Gu4 187G 大詰11 S2.l0，1 -- )¥  j 京杭・京都Jij- 設す下立口

iま恨町 r~';. .l. n -，. S3.0スリ 昨<1:i プて版。大阪11: 獅I];;::孝

GP:J 18'l;' l多記-~:I]J S::L:仇 1 己日 1:::.;_::i ~&:ill -~~;: ，~:'Í‘〆J 、倒、巾 ?ん、も「い門I!J歩〈? 

立訳出」 S G. : :!， '!，包 f ノy 片ミ出了、出市 j;~，~設)，fi:;

fk一J、(¥・.， 12ぅ1 人ゴ?市 T~S ，::;， l~ _. 、一¥一 Jeぷ.，了、部市 ぢ、 !-~;.ll'J 刺

G(\~ì 12ぅ3 彦杭同 士一b.， η叫 、一¥一 ノ、片 e ktf市 市~君J社

取人法羊)fi3 (2 --(l 1¥:m :21:I:J. 71 



百市 ，;~~ 

事詩誌の粁引等

i:uti以吹太引出身 1 尽青目巾ぺ上iL.;士業

官、立ムL見 11111/;: 校一年 w~fi修.t _ F~隊で以内ま ("0，j)務 T "2から誌H'¥¥f_辺丘、岐:，¥.1里lS
子守、批t~l ~，し也 T与な「を ifr: "C~-j三年r 長浜~手投川リ.'刈J主史 f"t問弁して事お J日η 手?と三宅士去さを

から笠谷\素行内↑員野いあわ警そがかりの出品ししし 1';::1-t!t:土陪犯止が、 J::E屈-~ i.:f 
< ~::J，人のみ iJ寺子者摘発寸品事があ d、何岳h 円らず;f.:!l!IIT¥;_í:l"-;~) 似 1"1 があって 4:: :.ノ宗1J
書只というほこ Cもない 裕福ではな 1 、に L ても ν流荏:~:_: 

昨F 油菜市校〆::.~，pl' . ~~:. {I季( 神yで牛乳民完去、 rr~ かム沖Flcr】当 I~恥持

北海7三倍j:j日JI:¥"<;才・ l円守小子代不業降、(:;I)円九士宮昔泊試射台!i' 奈良:，，:";;;;~から
;'A1?;雫池三堂、 S ('; ;l，S'，:¥ 

県"八l崎高7OCア校'"込 入門nJ'役所入:;;d:.!l~~:;なこ本経 -C j;'!I券みを経営ιJ 日 j+( 主ゐ

ぷ賀川知:1郡阿部I;;H;平常ノl、手校高!;科川業 主零封1妻子校持土全比与v 米".，引
改札・ τF 半ザヨ r1:て物品 l収完袋、最茶〈ミ主席経営:よりも斗1--~ T:;:;lJ'ら南刻印付宮町
;パIふ IEf総/しJ

滋賀県東浅井出問jコ村 尋常iK51ノj、子技京c 人、殺宵 T15廃み -; C ~lft !.. ~\' IOJ>ら政事
トl去fJ' 1-/、l'fμ版あ lノ1苫尽か与 の宇~;土?と〆て 十字1i;~.;}事 phi-状態ヘ粁j十，'-:.町民 Jょ 4

~ '.; ~ 

中学校病気μ;st.1¥'139.;亡:¥'Jt.ì~試席者千川λ 兵l豆町 ~:~'\ TI二信託i干子部長 否問;，，~lil . '~} '{:.長、
I\:4::;辺誠ー鳥取叫米沢村村豆事務取持 í者湾代/ぺ }J;ζ丸会社古戸、円耳;~U，品工銀行劫
務 ~~鉄道市長行 鉱業会社肋蒋へ T:lから近、l特糸fVi和、 Tlペカら:ct;:'bJ:グキ':~fヱ竿

同 LILY，-!: '1身 山学校ムム菜滋賀 l爪~~~~::ì" S s退職

?ぇι立〉宮町ぷi土~..l1_.. 'f品~;: U仁 '1、 t小ード学校中，iR，べ恥~A: i口~:~'\TI二 日ユ i ;-，j .:Jq7~c'

151九、7ふれ、業後、又五J批 fピロ :<; IT耳に従宇}
よ浮fGs:: 会<t.Mj:γ去、素?内↑員会'hうz-県あ lJどり玄L二、過尤i.:.et::lr:.，て1、るので
ノ~t:'T1も，~+-'lr'9べきこい主主見などう子かみ!とが、長終n-~( 不訟 11; 仁 t 丸山l

滋刊県本之ぶで訪市小，，;~十士 1 17等升 3年時{- T i-9 ~じ砕~~<，;木ぷ剖 そのi泣民業1ft
事役民J!Jl~ij を粁亡、 S フカらぷf'!ぺ~.;2阜、 S G送聡

おl.ll':?l，1討作 心不平.Ici母向菜半村三千主主c梓1':，6')1mユ士会議Jl，-rで台記lこ{革手

iiF~Vil坂 1:IES神川村ノ字詰 又次再*'Ì'IÜ{:守子校 I::._~t コ良 t

情 ;l~d小j害ハ高善小学校干長 裕 il1雲間剖;毘ハ ;[H~t持人ιH 山事務所(福井 fij 守到

tijじ 4足元医、殺ほ央京弁込 l一三7町高 J

情.U<iL主F.;'l(<:>-(';2) ;') 18 〆201:L7 1 



川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥.，:_;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

『川ー ・コ'J!戸、 事務 ~-l 内市周期l可・手続ドザ 取H-!1rci要1J)列J間11、事会・
事j持品i 竺守二

事指げ[
毘凶出詰→認可

本;N~事-ÍJõiifriりl イiJ山 弁青空士名
ンど 必Jn~そ詰→イ、認 ilJ

COi 1 XX:~ 大出けト S l.fiクl J 尽青目。子、叶';I布 Iろ;京千子太郎

GOS 188[-i 二.~町 S2.l0.l:3 .--Sii.lO.:Z 月可が 京在5・R都it! 山i:ta♀，1

(;09 1;::ミ5 ノ、日おit S 2.:J.2il }日i:.9. .:e:1 年;耳手 神円・沖F1Tf-j ィ殺到l芳Jべ

G1ο lE号7 P;t民間 S5. f) .~4 -- ( ¥J /¥1キ・人{ヤit! 予付"

G11 1888 人;:T-rt S 2.2.2，1 仁J 人1討・メ、{令it! 11:庁主〆ヘ五日

G 12 1888 ふに込山l r弓5.0.20 仁J 人阪・人限it! 減山元日ヂ

(;n 13f!'~ f又J兵IIIJ T::i 'i.~S ( ¥-' べRよーノ、以rj-， 村政治

G14 1894 事t区間 Q二3.20 ~- SG.12.2i:.i 月王手 f、汗・ 1心令市 ~-~I:事:拙

G15 1895 三民間 S S. 6. ~ ¥〆ー、J H主2・;i，tT市 !旬、月二郎

(; 1H lS~;:) J少民間J 吋弘j 了:i.l2以 4】'日.; f¥-¥ J 京都ー京都，1; !'Jt::}-f: .t-t 

主主浜11fT T: ':.12.2:).--' 可 I~.8. :9 解雇 相~;ー福井 n， F六時~4寸れ"斗込」

C 17 1::;00 ;九件~HrJ [': 5.1υS9 日(:;.l:j 角と宗 )，ミ行;:;.以部Hi 波氾訓i

三三;で町 S 'l.!i咽::-'1 ¥ t~n .恒):'11! 九1: I'~ー

大出小 出'1.:).;() ，_. S討 1:). FJ:'4"込 尽青目。子、叶';I布 11:1斗牧一郎
G18 li.lOI 

に浮市 S 8. ;リ 19 に〉 t;C: t~ • 九、訴市 LIrゃをt~

G19 1903 ;ミ::;~目J 只トJ 7i 1ν 4ν ミ
戸 SE'.4. G 市立E 名山口 d 科 J，';~-!.寸 '，:);;1らィ野r 内

G2u 1旬。。 ;三ite目] S 2.3 ムち ~ 仁〕 京都・京前，1: 大森lF

(; 21 1~)()7 奈川町 j' ~:i. t-i. 19 f¥-¥ J -rli'rト出↓，1;
rた品i玉吉

/人 I~J:ム設主治

取人法羊)fi3 (2 --fi:5¥319 i2C13. 71 



百市 ，;~~ 

事詩誌の粁引等

大半 J千五小学校1'<':等科ャ苦言 大出小本主-ff( i lf品、 I~，ブて;J許可ま士会結Jーとおj弘

情_U<iL主F.;-l(2州 1乙υ〆201:L7 I 



川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥，，:_;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

『川ー ・コ'J!戸、 事務 ~-l 内市周期l可・手続ドザ 取H-!1rci要1J)列J間11、事会・
事j持品i 竺守二

事指げ[
毘凶出詰→認可

本;N~事-ÍJõiifriりl イiJ山 弁青空士名
ンど 必Jn~そ詰→イ、認 ilJ

口問 l!)lO fコフ 1-.'1 FJ:'4"込 大沖合大凶市 1:1く、ネ邑九

Gワ3 立 ::';";illJ S :~. <?， :?，~ に〉 五日<.. )、以市 年百iムj主口!(

G24 た:-t市 S2.3，20 戸 54.4，20 市立E 牙ミ石5・F丁、都市 斗江;原

f¥，つ2G EE摂目.']ム4.4，;:8 ~ 仁〕 f¥{ゴct./:.;;羊11， 1; 1 ，~-':1包}r，

、G25 九日月) 己に 12. 自主程 べi辛ー j¥出11] 1:1令市丸

人ιヰ，1 S2.3，20 小市; 角~;f手 M郁・"、昨，1， 主主Hi茂
，>.一/、]';'1 

大汚H Si'A.-:4 〈¥/  尽右5・京都it5 一山ν ず口1げqエニ。

li 2g 長 Y六町 (不明j --';"'l-1.?::B 月号l位 、芳三明l !II十J拍郎

C 29 ん丹市 5ペ 3.:_:0 ~-S7.9<19 角ムj子 ~ ;、右2・)J'保市 西付属巳

G:JO 立訳出」 S G. :，7 f ノy ノv斗 e ノu令市 rf.c-g;-;'_IT:jl、

G:n 太時11 S 2.3.';'と1 解王 人阪・ 1、限IIj シ¥f、iペ':J

(; :;2 f又J兵IIIJ λ、日月j "'Fdi.9 タ'"て ベ{三;ーノ、i羊rj-， 1:1令、明九

C 33 人;'::r:Tt S2.')，20 。}J'..部・ _'J、ぜ11m 打;11て~清
(; ;"<4 三井そ町 S2.:1，20 /一ノ) 大内・大ιヤHi ノ、!逗4¥:.

li ;~fj 大同市 Tム.:~. 1.~) にへJ 京都ー示首'ch 日雲町敏治

r Ut、!G 、不明) ._. S !-:， l'¥ 解雇 六律。:ふヰよ巾 1:14、:7.iJJ九

取人法羊)fi3 (2 --n::¥32 '21:1:1， 71 



百市 ，;~~ 

rr設事務l苛同w，t静 L早肘寸f-oll: :'dll 覧)
〉よ昔:3 (lfJI/:J よノ乍此

l休日Il決!の所属ノl設|
11 ri~Jζ 

事務貝川Trif市j明事1.':HI'::t:日三
会・令jl'b手持:Tfif:イ0;斗 e

事務所
1l務員 心 作手片1111~古今「心口J

守誇 l名 ンイ Lめ1I中誌→不認l

十会 J~江有 t: Êl"lì 大津内 ¥，.7¥日h「 S '7.G.21 f J 

l吋Hti生馬 人1，0半 じ.2;) ご;2. ';; 21; -~ S7.D.ID 組月字

{，jlll也芹 λィ干，'( 寸i~ d叩3 T 1.¥.7.31 、ノ

大森if j"jf;;~ じ~i) S2.::¥.18 c 
.1'γ;jt{ 大1半{ 出 2.~. 2(; S4，4ι引 府民

渡辺郎 長、，F~0J G 1'7 T 15. Iりつ9--- S.1.6.13 鮮軍

政7干杵 占有2ヨJ 日10 S5.12.2:3 - f ノ

J!i};11悦治 よ~i半. Gふ、-汁 i、15.:LEl ，-， ¥/J 、

事本元町 人i主;，; A(汚 (イ¥1月 T:')η:lC 角ト月手

吉本政nr 人;~"I C31 52.3.10 刑事

彦根町 Tl~I. ].22 ，- S:'L0羽 ~)!î h長

ノ、!ik・ 長浜丹T: Gn  丁 1;)，9.:引ー 〆¥一ノ¥ 

プてぬ市
j師II知育

長ィl込山l GU? ご3フ IC，:;>/1 、/¥

k;.F:iJ C23 S :~. 12. 21 f¥一ノ、

寸工十til:(i会 長γIベ] 〔→1ミ '1、15.7.2三~ u ¥ 

神r'. 
i元三 H;汁~)，、 人;津「寸 じ{汗} S2.:'¥.21 ~ S4.9.2日 所九三

1~I r.TIIJ 

t'II:J 長浜町 G17 S4.G.24 × 

判::¥Ji・ Rj:よ二日l C: () 1 r 1'1.，).9 T ;，1. 1.2.25 {i;X厚手

出Ji.rtJ ヲミ可重1室
長浜町 G 1'， T .14. ]2.2ピー r~S.8.10 百YJ手

ノ、己点、毅連グl

j"jf;;~ じn T 1~';.8.19 c 
も山原

同情存# 長浜丹T G19 び';'.:~.X ♂- SB，，1.ti 排出
む[II!宇1;[

l不明1 11:汁，)1; '~ß 長{兵 IJ じ出 〔不ユ乃) -， T ; .. 1. L 2.'j ;l牛.ほロと

情，U<iL主F.;，¥(2而;')乙2 〆201:L7 I 



川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥，，:.;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

~~IJ 亥 2 パilーフk羽の人庁地域内

※ 滋賞"i"-ま 1:J'Z所哉

;，t.売iゾ「設 1__n{ili-}需で;;il.1
11'1広

事務?その耐周期|可・ J絞弓く?
会・ 4~1似事務所rn {:~j血・

事務汚i
事務見 。岸片{:[，者や託;{ii;

有設 i名 × 足11;lド詰→不 ~!.i.:TJ 

if___恨1，リ {J25 '[ ; ': ..1ト28 〕へ} 

兵民l山 CT2 九日Jl -- 1'15.6.0 死"

;11フド信丸 C 26 川、問) ~ ~':..l::， 1 '/ 月年'>i.

む当fi 大切) S~).1;，~.17 円引記

G?:，; 5:!.4，7 S ::..1::.17 月手席

).j=lt /ぺ i →~: G03 'j‘ ~3.E ， 8 ~- S4o.9.30 府片手

luf市
1;0村菩二

ぶ+nF (; 1 (~ S tì.S ， ~4 ¥ー一¥

i;"悦1::; C~ ()(i T:/:.l;;.2，1 f〕ヘ
t:よ:.，71:，君"

Fま!HIむ (;1.1- 日2.1.20 ご'I('i. 12 2日 前界

山'E';'':';点、 彦根町 c; 30 、Cd久b.'一i fノj 

川1，:，1房太郎 Gli 日ソ:~. (~4 (〕

人塚)~ 長m日 G3-1 S :;.2，.:;() ¥r、l 

~;'" t:f-tモ i、HI~ 浮恨~: CuS S 6. iヲ?8 〆:、J、

当JIU:::出 '7-::'注ili G:t:: S 2.3.2U ¥J ¥ 

んおIJ AO(i T <;;. 10. 1 。
てiU封勝刊ド

ヘι'l':rh c司7 S '7. '1. 1 :] 

かえfl".7L!:己 大;I"iD c; 04 S 2. 'n .1 〆、一ノ

;11 作Il':'.lC. 長浜F" CO父 日 l0" 1λ う !""lU.L~ 月年~

1:'六牧師 大津巾 む1M S i'. ). :() S O. lii.3 解j宜

山本牧民 ノ¥11FI打 む1包 S 8. :u，19 ¥〆一、

tとが約之十市 i、津111 E04 L，';'.;'，;，28 情μ$.

松足直jM ノ'Ci#:fh G()S T ~::;. 11 

庁、者; l':.ì~、角郎 長浜1;;; じ15 S 8.6 C) 

J、部(1: 彦根町 (; rJ;'; ;; 2 .. 1.2η ィ、明 市:;i
衣 II: ，~え

大津ili fi21 S:L .~íj.l 今 S l ..12 ょう

取人法羊)fi3 (2 '.fi:\ 3:~:1 i2C13. 71 



百市 ，;~~ 

l指定苔 覧 1905 ・ I;;ji士~;0T--- ;9:[' 人Jl叉可)

|サ治二十人ノl十川 特'l'科;ちj'-01

'il~' ~誌司会 I 市 5::~~-ír1話定名市川|付朝 日〕

訣員長以;詰ドじる|指定背泳ヲ

H3:: ;了LI宅読三会U、議;よ 1'1 折ノ七宇I{芋Ij'i記解攻音杭→ l

F8イ-::l片23H I可 Liìt~;;H.会決議;Pよる「判定トe]i-NJjp疋及び 1 

1'. ろ

紹介事実がない4<'.1::f甲山:花伝解除

情_U<iL主F.;-l(2伺) ;-)2~ 〆201:L 7 I 



川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥.，:_;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

1~:J :t: 2， 〆人郁宥防(i)"，If;:t、半日介を長とする主の

19(¥:) .月 lH古川1(\H1~ よ汗・ M、 t~jl'主 1 会

1914・た7仁誌と 5J J 3日京都司、主 1"主

1:!:}~- :k~ 1914 大ト':i.iS1二月27日IIT;~吊
4f.持貝 み.:;;:"'"伺は/十Rィ、問主 l くほ

コ l守耳7:~凋斗 :()16 . )~J上 5 午 5 月

1019・ノ、

マ(川1: ;(.~部. t'i.¥止nr; : j言 5;~ お丹干恰

?CU2 : ~丸川 i埠?白小路匹人亙ト8Jt.，，'iil 川: :t~~， t 

コCU3 J{矧ヨJ 主主:-Iレ J肯定

.2 'C(J~ イぇ州司:，'三者eii'凡治需河J 指で解除

=~ C(l;; .)1.，1;;，11)，;霊す11辛I':;-IU，人 j';ノヒ ft11解除 jljムビ解除

;tC()(') 4旧小!f;~i cr;1:" 吉山人 山 Lふ

FC()'{' J同小1(，辿1:-:台東入 尚宏 :R7三fPi医、

"1品川 l下立冗j:Hi'内小路均人東橋詰町 j'8'~~ j宮古司干民

FC09: ì FiI原ゴJ通九J，: ~j- i、ル伊勢人誌illl j司

?C10 i刊C!I活問中ルよ生刈同 : f(札一

FCll 3土、出訊丸太町 ル品川町]

:-，'CI2 Z込町!.Ji主 r~ トル

FCI3 ~-iri Z_::lJ九ノ，;0;、ル T均〆こ

，'C14 同JとillTi1L開111 ル 「イ疋

すCl~: 問之司I主主丸太町下ル j9'~~ 

:=;'C16 :九太'lfJ圭榔汗'"品百人目丁11 : jヨハ 死亡解除

7じ17 場出抗男:11土ル絹以山 j~'，i: 

~'れ 18 J責町 条てル杉Pè~: お定

F C1H 叫辛司Jj:宝綾小 ~2 :"}['Te-屋町 兆六h'pγ

Y行2(¥ 何半:11 去干)¥. Nノヒ

;，'(121 M削 jj}下す売?ル'1ノ町 fイ走 J戸疋 や仁l'-:i~!:-I立

FC2:2 早川辺 n::吾ア亡寺下ルJ~h. 川 J1fT j~ラ三

取人法羊)fi3 (2 --(lり¥32Si2C13. 71 



百市 ，;~~ 

r-:i);iu二十人イ|十l 特メ?二科汚」※ 1

:'I\.~元民主|可註:♂ fÌ'指定化官 J:JI;~ ，調，+-

;ま員会r札;あふる I指定背糸 3

同ド:i7LL:s'設員会伏宗 Jヨより 指定71i:主1i月1こ同川?者法.21

F.8イ"月23H r司l常詰目た抗議による「肘疋れ山 1j予定/えび治OE鮮除l広い

i仕 f一ι

紹介事失7J'長い子をま三 11: に m~-1一日早除

羽子?事ゴピがな， >手ーを思山に指定問|注

!:~({介事 i が♀い宇をi室町に J肯定が|立

~í{H 事 j 刀法い手を庄町 1:1肯定何|な

情_U<iL主F.;-li<:>-7()) ;-)乙行 〆201:L7 I 



川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥.，:_;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

1905・円!i'十38ノ1-10H1 c--f ).、1ヤ回同部:iI'長|会

1914・7三7仁三ιS) j :1日以吉岡、主 l会

;ギ陪玄口 1914 大(こ 1年12月27日|司!吊
事務員 y ワ当相は住居不明もにえは

-'-'-i:庁取調ヰ :016. )-、lL~=jイ l' 5円

1919・ノヘ

ょC:i.::l 思H.i車今出!II、ルし1#仏仁川J : j士'C. ' 1"C'/J-Z 死亡解除

?C2，:今出;;1通御前通*人十ル主盛山 jヨノ; 千戸~，t jpノí:!~iil埠

主G15 ?il!日1;市小!II京入常ふ肌国J :1守宅

すr:-こ(j 布ドノ(、Jわ圭'1、)11th入門イ陀] 指定解除ぬ亡肝s:'f;

町小持活日ノl、時列人消犀:IIJ

"C28 半四九 1~rJ、子雌ノイ、 J計三指定 死(~';g;(1話

?C:~9 豆町並一条!ル j9'~之

寸(沼{>: ."町J丞1，長干寺町 lル j当氾 J己主解除

?C31 i %¥山返上長在日jよル :1号と

了心32:苧l主吉T:i市-'/rl:ゼ日 f凡 j再定 指定形此

Y行33 {: 'I-IJ(辺軒先，H入

γ一;一、!、八行j:: ノマ'，::1;重:，-_;L;;'~ ルノJ長11:1 lli:，乙毎;~~Ý;

守仁15 小:1 J;Ji上、/完 i ル 日完 1円足~!f ~.~; 予解除

_FC3L~ 小;:1 ittn'，点下ル勘元街灯 kア三 指百九rトトr

マC:~í' J、:1返 l立売京入北口l可 J出;

?C3九 上èLづTAt争?当 J 匹人}(~U:J f可.，

?C39 上 w完述}<'g京入 Jヨズー

，2'C40 r{:守:;寺司 1三者rトルJ:11"" .~J 

=~ (-/11 新 jJLj霊 ~l 犀 1 ，:; f. 1[， !";ノヒ Iti;己 死亡解除

'/fW:: 引州今出1:1;-;;.，束人巾1去ユ 1811::11 持〆乙 手守l乙角!(::;モ

FC>1:3 ;(:;市rnt年ノlノ"i:-，.1レit:;rr-可 尚宏 指走市ト土

:-:1'1'寸街道訓読油取人刷正市町 j'8'~~ j宮古司干陪

取人法羊)fi3 (2--71¥:m 121:1:1. 71 



百市 ，;~~ 

r-:i);iu二丁人イ|十l 特λこ柏汚」※ 1

:'I\'~元民主|可註:♂ fÌ'指定化官 J:JI;~ ，調，+-

;ま員会r札;あふる I指定背糸 3

同ド:i7LL:s'設員会伏宗 Jヨより 指定71i:主Ii月1こ同川?者法.21

F.8イ"月23H r司l常詰目た抗議による「肘疋れ山 Ij予定/えび治OE鮮除l広い

i仕 f一ι

ff介事実がむいミ;五千似山[桁ヒ解除

紹介事実がない手会長;山[，柁〆ヒ解除

r-;寄付、F政方払|事務貝 のj百台以1戟コ
191'"-・，1，.:.:仁 3-;:'-5 }-j 3 汁(i:~トイ1'- ，~-J H Iよ T:3.5 ':3 と時百己 の i~ ~ .o荘i:会名山で;よ「ニ
ぷとi出水堀i:I，4;:へ」

情_U<iL主F，;-1 (<:>-72) ;-)::: 8 〆201:L7 I 



川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥.，:_;u:t;:l j;' 1伝!と杭J(jJ::: 

1905・円!i'十38ノ1-10H1 c--f ).、1ヤ回同部:iI'長|会

1914・7三7仁三ιS) j :1日以吉岡、主 l会

;ギ陪玄口 1914 大(こ 1年12月27日|司!吊
事務員 y ワ当相は住居不明もにえは

-'-'-i:庁取調ヰ :016. )-、lL~=jイ l' 5円

1919・ノヘ

ょVl!:; t::'fl:.j 街渇六}汗 II;;-~ 人」二 ì> : j~:(， t 

7川6:よ，7τ垂今出'11ニル同:UJ : jヨノ}

主じ47 大円前手ノゾ~1m忠二 J g jJlf 1" 'Fc町 J守宅

す1:'48 I11宕ソLPE忌寺ノ|ベ ル何人5:，詰問]

'/ C'1 P 竹犀:1];:宝内向院 !I.~ 人 rsi;J; 押 :IIJ t:了定解除

FC5G 竹屋;:1]J主郁馬場東入 日?三

?C;'l] 1-:-liEj孟fヲ沼寺;!:.'人ι|呂町 j9'~之

円、 :j~i : (+j立冗.iffd、Jllrtt:入で下斗 j当氾

?C::i3 i r-;l ..!.Lすi通院嵐広r~'人役人出J :1号と

了 C3~ : 1郁泥中，'1宇f::-し j再定

Y町三5 実 太太刀法悦，，，

~~ CS6 μ!.ì-I~j ~';主 A主 主こル収制 t::;~i:解除

守05i 会主);1:室UJ凶入 日完

_FC-i8 一条述:-:;;;二東九 kア三

寸(日り 一条返平氏京入 J出; hご解除

?(メ)0 条通紙片出匹人 f可~， t.' : J行刈 死亡伴|注

FC61 完;，、路述剖l池ニjレヘ;':11仏j Jヨズー 手t:L解除

FC6ワ 完;，、 Jfi述竹出 þ~- i'ルf-:，'i'):.削 Jヨズ:: ;J:~~il-~ j??疋焦il~~

FC63 明;:1;f;上，'1完 jレ Jヨズー

f じ:(ì~ プヰヨJ 条 Hレl枯木町

~~I:'(ì fi j日号沿通:寸犀FT--i川柳

取人法羊)fi3 (2--{;5¥329 i2C13. 71 



百市 ，;~~ 

r-:i);iu二丁人イ|十l 特λこ柏汚」※ 1

:'I\.~元民主|可註:♂ fÌ'指定化官 J:JI;~ ，調，+-

;ま員会r札;あふる I指定背糸 3

同ド:i7LL:s'設員会伏宗 Jヨより 指定71i:主1i月1こ同川?者法.21

F.8イ"月23H r司l常詰目た抗議による「肘疋れ山 1j予定/えび治OE鮮除l広い

i仕 f一ι

|イ了議十:jí蒋員!の r;:f~寺市-~-J}(

「弁武士岩11炉'J+!1J誌 の肩書ιq;y

lム瀬古夜ヲi投 l かりの指定昨除提案につい亡、 ， ''/常設問公 ("1伝百九rト除が決定

T3/;; ，/. 品 ~11.員 ft名揮では["~flj! 、路「吉:肯内人」

制介事ごたがない主主チ j謡曲:-~Tkヒ解除

情_U<iL主F.;-l(<:>-7 '1) ;-;::)υ 〆201:L7 I 



川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥.，:_;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

1905・円!i'十38ノ1-10H1 c--f ).、1ヤ回同部:iI'長|会

1914・7三7仁三ιS) j :1日以吉岡、主 l会

;ギ陪玄口 1914 大(こ 1年12月27日|司!吊
事務員 y ワ当相は住居不明もにえは

-'-'-i:庁取調ヰ :016. )-、lL~=jイ l' 5円

1919・ノヘ

ム C6ti t前~主場通 7)rfi~{I::J--:' ル j士'C

?f均7:凶作，"1通 条ニル南側
ii fJヨ守ノ宅} 

fじ心伝 がJ;~: ヨJ 条?ル

す刊行li 汁技巧|野

'/C70 亀|山#↑犀1"ず

FC71 !'I徒，IJI記入 日?三 1片足削除

犬山;'I:J大津 j9'~之

寸(汗ミ|字市市，、倉町 j当氾 J旨il一月千絵 比亡解除

?Ci，e :主主則通/;，~，~~-\巨人 j、 I~I :1号と

了 875: ~)-\;Ri':訊地市 --n:~] j再定指定 指定予"'示

Y行7自 続ノl、政司掛Ff:'r'c入ルJI小路

持、路濯に'!":-!jと人 t市十11:1 lli:，乙毎;~~Ý;

守C司78 ま空小ii1J古来日Jl院東入 日完

_F C'i9 ijJ予司JJ主的小f't， :ル kア三 J佐古肝|止

すcえ() 高台返同条:Jレ立光州可 J 言 5;~ 指定 tB' 5J~~Æ? 除

?(ぷ1 i'， ，. ~ι通位、共以じJ f可'，t': J行刈 死亡伴|注

，，08ワ 二ノ宮山j了仁出ニjレ Jヨズー

，2'C必1 条1正大帰京 J :-~ 指定指定 指定問除

=~ C8 全遜比"11 止人情:I，H~~~II:J !";ノヒ

'/Cf;S i 州河原|判明フ ~JtJ;;t; ;-!~~l江川l 持〆乙 1円ノヒfJ.;:除

FCSG t長注;吉町東人出iノ町 尚宏

?Cx'" 折口 ::Iijt松;1¥---::; )レ市街;門町 j'8'~~ 

取人法羊)fi3 (2--7!¥:n '2::1:]， 71 



百市 ，;~~ 

r-:i);iu二十人イ|十l 特メ?二科汚」※ 1

:'I\.~元民主|可註:♂ fÌ'指定化官 J:JI;~ ，調，+-

;ま員会r札;あふる I指定背糸 3

同ド:i7LL:s'設員会伏宗 Jヨより 指定71i:主1i月1こ同川?者法.21

F.8イ"月23H r司l常詰目た抗議による「肘疋れ山 1j予定/えび治OE鮮除l広い

i仕 f一ι

紹介事失7J'長い子をま三 11: に m~-1一日早除

羽子?事ゴピがな， >手ーを思山に指定問|注

情_U<iL主F.;-l(<:>-7(，) ;-)::)2 〆201:L7 I 



川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥.，:_;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

1905・円!i'十38ノ1-10H1 c--f ).、1ヤ回同部:iI'長|会

1914・7三7仁三ιS) j :1日以吉岡、主 l会

;ギ陪玄口 1914 大(こ 1年12月27日|司!吊
事務員 y ワ当相は住居不明もにえは

-'-'-i:庁取調ヰ :016. )-、lL~=jイ l' 5円

1919・ノヘ

ム(冷{.'j 帝;"̂'喬j最小1ピ白人件 H'; j士'C. ' 1"C'/J-Z mノト解除
?CSg:有l山やら小路角

ii fJヨ守ノ宅} 
.2'G~O 敏沫 1~-{~1 史~:;;: W~:-;m入 :'-;J槻田J

す1:'91 )<'，';':;;苦商工L--';-!l--iし人，，"，町

'/ CSl~ J、"居条:')l -J、，:'，'11:; 桁日排除

FC93 eni: ;' ./ I四 J計三指定 t-R疋前|持

?C9，+ 東l十li)J.ij長印刷泊下ル灯葉町 j9'~之

寸問えん原町fil条 ルバノドI可 j当氾 J己主解除

?C9li: 1 J.:);dJ街J_~_ じ条、 jレ本町六了日 :1号、

了 ωIL; 寺i市境E 司王入1工~~;警桜岩 fiíj : j再定 指定形此

Y行当邑 i人':-寺司叫応場九l入京下河] JEで堺以 内乙解除

~~ C9P I!、-;t.'n，i若柳馬場恋人:I~~~リ1I

守 100 jj;cらおい1iノ、角、ル 日完

Y]OI ィl川、1ih主r 条 ，e米三f汀 kア三 J伝疋 指定

す]，')2 穴主羅ITI.i邑京入間善I町 J出;

?Iり勺 紋 J"i~ゴi 六角 l ルfミチ子山 f可"

F104 Jヨズー 死亡解除

.2'l(J5 

ア](16 !";ノヒ

" 107 持〆乙 枯れ仁 托了ケ~ギ 1:京

10' 108 尚宏

"1'1。 j'8'~~ 

取人法羊)fi3 (2--77¥:n:l i2C13. 71 



百市 ，;~~ 

r-:i);iu二十人イ|十l 特メ?二科汚」※ 1

:'I\'~元民主|可註:♂ fÌ'指定化官 J:JI;~ ，調，+-

;ま員会r札;あふる I指定背糸 3

同ド:i7LL:s'設員会伏宗 Jヨより 指定71i:主1i月1こ同川?者法.2，

F.8イ"月23H r司l常詰目た抗議による「肘疋れ山 1j予定/えび治OE鮮除l広い

i仕 f一ι

l 瀬ヲE礼子i 議 l カらの指定惇 I;~，陪ち誌について、ょ~， 2/7'，':¥'訣民主P指定解除が決定

相六事再がなし宇i. ;;;:，，:t~山;指定問目、

紹介事実小なし宇乞五11:に指定停除

''rJiJ、iL主F，;-1 (<:>-7 B) ;-)別〆201:L7 I 



川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥.，:.;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

1905・円!i'十38ノ1'10H1 c--f ).、1ヤ回同部:iI'長|会

1914・7三7仁三ιS) j :1日以吉岡、主 l会

;ギ陪玄口 1914 大(こ 1年12月27日|司!吊
事務員 y ワ当相は住居不明もにえは

-'-'-i:庁取調ヰ :016. )-、lL~=jイ l' 5円

1919・ノヘ

~.. 110 j士'C

" 1 1 1 : ii fJヨ守ノ宅; 千戸~，t 
.2'11~ 

マlJ:i

"'11 λ 

Fl15 日?三

?llri j9'~之

寸 11<' j当氾 比亡解除

""凡|♂生〉 :1号と

了 119:王部吉r>'i耳J j再定

~' 12U 捜部世状 指定解除

~~ 121 全日i:I~:'1j若松 疋，-，--'---解除

守 122 ;;:~};U じ ::IJI込久 ;:lf'IJt: :--1-;a 日完 1円足~!f ~.~; 

.F 12:3 伏L↓・崎町町 kア三

マ!っ4 伏見ー点点け11お了 J出; ヲ民主解除

? I ~~::: 引火〉ιチ f可'C

"1つ6 {に弘・ 3主 ~J Jヨズー

主1"':' 同1:1フリ 指で解除

ア128 午、!日j !";ノヒ

'/ 129 .;~、ど叫j 下雫ヰ 持〆乙 手守l乙角!(::;モ

F 130 五北方言 尚宏

?Ul 弥栄司Hl' r下 ~~f j'8'~~ 

取人法羊)fi3 (2--7り¥:nsi2C13. 71 



百市 ，;~~ 

r-:i);iu二十人イ|十l 特メ?二科汚」※ 1

:'I\'~元民主|可註:♂ fÌ'指定化官 J:JI;~ ，調，+-

;ま員会r札;あふる I指定背糸 3

同ド:i7LL:s'設員会伏宗 Jヨより 指定71i:主1i月1こ同川?者法.21

F.8イ"月23H 1司l常詰目た抗議による「肘疋れ山 1j予定/えび治OE鮮除l広い

i仕 f一ι

T .)ょっ死亡解除花~:~J:i 吟も名簿に残{-{~

T3の死亡桝佐佐己主主Lノうえb~乙誌に1t:r1~c

i すの虻 L.r干r:c~ ，手♂ι人竣も名簿に伐 {-Ç:c

T 3 (乃化亡解除確認17後弘乞簿:残ム

l、九の叱Tで排除j.f'訂以後も?!';:牟ド持イ， ' 

「日"，111，ふり1" Vi川正あり。

情_U<iL主F.;-li<:>-P，()) ;-)::)(')〆201:L7 I 



川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥.，:_;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

1905・円!i'十38ノ1-10H1 c--f ).、1ヤ回同部:iI'長|会

1914・7三7仁三ιS) j :1日以吉岡、主 l会

;ギ陪玄口 1914 大(こ 1年]2月27日|司!吊
事務員 y ワ当相は住居不明もにえは

-'-'-i:庁取調ヰ :016. )-、lL~=jイ l' 5円

1919・ノヘ

TIU 1 ベ"R菱丸二"11 Je刈三 死亡解除 m>>解除氾亡解除

HO'" : 1配当持 条トル す十円W，t 死亡解除 JHU桝恰死亡僻除

HU3 大日こ条 1'_)レ 化亡問1;す ナ可で押lc: 比亡炉問

1104 元会Z転時じソド末 i川 指定 タι亡肝除 指定解除ぬ亡肝s:'f;

l[D只 ノヘ犀Ij山条¥-:)l 桁半 托(:，草除 桁日排除兆円解除

HOり ;;j;，:e :IJ魚f問干)¥， 指定 指疋

J[:l; )j専寺向之日丁司R人 指定

llilK : ，e、原oT百条;-Jレ 応ì~ J旨可解除 比亡解除

HU9 : i~j~~J 一条土ル前己申:入 子打 t ;ザノi-!;~ぷ|注

耳目|実堀川程式戸 指定 指定予"'示

Hl] 号宇部司1'，ヨFlT 指定問向、

T[ :::; 君主犀 'IU去!っし ti::j，t;. 抗二丘解「主

H"， ノ;:..;:¥;:[訊UJ東入 指定 tfi'rIi 

H :4 下i~円、也八tij弘司 l ル J伝疋 指定

Il;: :L山大定 指定 さι仇白，川ー

H:6 -iLf'J不 t f行刈 折ノl

H寸l円l 西Hロ~ :-K.花，I_-:，[~止ニ jレ ;J:~~il-~ WfJi-~ 

Hl芯 ~b! Mミ司J守党プて F' 九ル点';0(町」事件レサ lゴ~iC刃二 比二郁町、

T[ ; l) 新!日fs/l¥.J:!l Iti;己

1 [20 -t); ，~占九九l、 l山、ル 指λ仁 指ヒ

H2.l 堺市T竹屋町 :'1レ ;-'--0ノう 指定 指定 タロ"市ト土

JL~% 新刊THJ:71<-.I-)レ 指 E ゴιk白r川

取人法羊)fi3 (2--81¥:m :21:1:]， 71 



百市 ，;~~ 

r-:i);iu二丁人イ|十l 特λこ柏汚」※ 1

:'I\'~元民主|可註:♂ fÌ'指定化官 J:JI;~ ，調，+-

;ま員会r札;あふる I指定背糸 3

同ド:i7LL:s'設員会伏宗Jヨより 指定71i:主1i月1こ同川?者法.21

F.8イ"月23H r司l常詰目た抗議による「肘疋れ山 1j予定/えび治OE鮮除l広い

i仕 f一ι

は: (V;-.~ }/[3i;中央人";本芸(， l'vl引 ::;6別i{iJ.，....i?-トγ1育]ゴジト存子ιfvI，i '2. ，'¥ ，--:，，:; ，'¥2. 7 ;，_~ ;fl 
;!l~ ;t;ノ.(~:~})Tれ rf護↑会弁護;事務員とにて本誌([主て者:;ji 安↑会吋l 設え -#-:l~L 町村

卓市守主 r:~ 名の弁江L ムの指定可'gi:提案によ i) '1、 4/:2/~2'tít訣E司令で主"脊から指定府民が i央

疋(:(司上 2J)、

[f<，寸巧「品全!の注 ~:J.Ji) り。

利子?事7さがない与芸者十五曲¥"tf:cヒ解1:会

調宜:k比三百H"T時'"三五務Hi'W1，'わ1，どたのに桝府を待 Jζ 、TBノ:S'301-守λ}

情_U<iL主F.;-li<:>-f，'2) ;-)38 〆201:L7 I 



川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥，，:_;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

1905・円!i'十38ノ1-10H1 c--f ).、1ヤ回同部:iI'長|会

1914・7三7仁三ιS) j :1日以吉岡、主 l会

;ギ陪玄口 1914 大(こ 1年12月27日|司!吊
事務員 y ワ当相は住居不明もにえは

-'-'-i:庁取調ヰ :016. )-、lL~=jイ l' 5円

1919・ノヘ

TI よ4 ::(l出 j'l 通\立 ;1; ル ~trlil~0:IIJ Je刈三 ;旨" m>>解除
H ワ，1 結ノj、 Jí:í.~九 H主人 す十円W，t !同ノt

H25 :倒J示Hリ寺、E:'j巾 市Uへ{刀:

1126 イ，~置 指定 持引ーTJt:二

1127 川町二Ij山条 桁半 折ヒ

J 1，出 {声ノ J、~1í'門人 '1 、I，î~ ~γ :!'i 指定 上泊川ノ{ヒ 指定解除

H2l¥ 亀岡・相原町 指定 Aゴtr1l:ζ 

11:;0 丸J昂::[:";'1:光ル 指定 ム7い日:t:二

H31 他人バ1 ，宗門T~ 人7l JIIII; 1F:>，'ビー f日rビ

1 [，12 京庄司T売:11 ~，)レ J戸疋 指定

11:l:l いjJr~ eJ:T: )t!;;t1;J :18';て

J J:)'1 条 J-:~[P~: へ JGι ゴ6己は'1 

HJパJ i1-!円一づ、 c !日又一

百3G 両立 ，1;抗市中 ，1完 1I :.，11'1'，町 1出~í2パー 叱亡栴Ft

1137 t8定解除

H32 ポイ足掛吟 持ノと解除

H:30 t片足削除

H4(i J57三解r八

JH 1 m>>解除

日目 i-tf630J Iノ¥路 Ii'刈

取人法羊)fi3 (2 --f日¥Ti9i2Cl3， 71 



百市 ，;~~ 

r-:i);iu二丁人イ|十 l 特λこ柏汚」※ 1

:'I\'~元民主|可註:♂ fÌ'指定化官 J:JI;~ ，調，+-

;ま員会r札;あふる I指定背糸 3

同ド:i7LL:s'設員会伏宗Jヨより 指定71i:主Ii月1こ同川?者法.21

F.8イ"月23H I司l常詰目た抗議による「肘疋れ山 Ij予定/えび治OE鮮除l広い

i仕 f一ι

T 'i/o/!;'j弓訳;ミ会む前;f，{本併の必事が1旺ーなされ、喰事可制マ与を仏忠良 前;1'+(窃能、合
;訳、横領、私印偽造、判明につきittiTJ *~ìl土谷村恒 三:民に併冠を要請し 'l-' 7 /91お
常設ztftで俳聞かf昨日E

T~'，/;)詞停委民会報告 B+:j，宇治員どしと品協'i、解 l主役に~'~"!

T8 '.)p，司去三EH 会相}'i1j 時 lよ吊蒋 bi è:して)'it怜 '1 、 ~+JiL.1主に拘ぱ

T 8，'5/23目指定に対Lて、本人治ら訴訟の招介':Jって引を J円む〆:+，~はして i 冶ないこ

とをもとに本人から J17刀ーのほ出を要イ~1.:¥/6/19'11¥' ~主 i 会計行刀ーを減当として 1'1' むを
誰:t，jする c

T 7 /()/5'，'~~'員長 i 会て:'RiI判長配合)'.0要が惇認され、続可I- h，li胡合:を依 ~(i 刑判明 J虫、和
市/判明iこ〉き尼!cj弁書士石日鉄jli会見に解涯を生活し、 T;'心 ;_::i討議民主む鮮在が
確F」}

情，U<iL主F，;'1 i<:>-P， '1) ;')υ 〆201:L7 I 



川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥.，:_;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

1905・円!i'十38ノ1-10H1 c--f ).、1ヤ回同部:iI'長|会

1914・7三7仁三ιS) j :1日以吉岡、主 l会

;ギ陪玄口 1914 大(こ 1年12月27日|司!吊
事務員 y ワ当相は住居不明もにえは

-'-'-i:庁取調ヰ :016. )-、lL~=jイ l' 5円

1919・ノヘ

114:; 'CJノ(、日告げ原町τル J-JYE 

HH  八坂也大干Lプてj取東入小松町 Jと疋

1l，J:， 宍丸太!日Tjll;面京入 指4ι

H16μ却下可j:1烏 Ii'刈

H4'7ん fl川、問 k~~ 条 \jレ 4 r~ ノi、松山 :J :--;'~， ì-~ 

H4o ~~{ 0J 1:: 1， /i(上ル :J :--;'~， ì-~ 

T119 !ゴ 8~'-:'[r-jγ品ノ nH2 Jとが

TI ;-)() : I主令竹照l町τ}レ J古川下

H九;-，J 0j 山首杉f豆ょル~~~:t:-U:J 子ドト

E32 

H;;3 i千f'jl川型1:掃内入

T [0，1 間之Ij九ぇ 1::，リレ t(;半

][ :iS 花 ~d/、出 ~F定

Hふら 百1:日r:百11: 112疋

JT ，-;/- ji!':i! 

Hi8 : íウ !~j. ゴr~;l; ，~;s百人 指 l

H39 : ~支I-I~-;-行 指二l~ 

取人法羊)fi3 (2--8::¥ル1 :2C l:j~ 71 



百市 ，;~~ 

r-:i);iu二十人イ|十l 特メ?二科汚」※ 1

市誠司会|方註♂ fÌ'指定判官 J:JI;~ ，調

;ま員会r札;あふる I指定背糸 3

同ド:i7LL:s'設員会伏宗Jヨより 指定71i:主1i月1こ同川?者法.2，

F.8イ"月23H r司l常詰目た抗議による「肘疋れ山 1j予定/えび治OE鮮除l広い

i仕 f一ι

T 'i/(j/!;';イ議員会と前科利時、の必嬰が佐認され、検事川:u~:rJ 4r~全仏教 前千人刀 i月心、一こと
カ fP.苫v 鵜飼で占会長山事j旬íJ~ :'こ厄mされる その設、 自/九/?:Wi二応科手円報告で16'
疋 k; 撃とされ ~0(、L;::-:r:二結釘 .i;'~ji2 1: V)-~戸務れ片手P青巾だったので、鮮片手ケねって、 1

S/:J<:lilktlS辺改めに鵜飼かιまfJ' I~ 悪か -:J 亡 とはないとしマ名砕からヤf-.-9-，!:: 
が:k望う二 h、 19/5 也市訣民会で除 γiU::~v J一円没 rlÚ.(~.14!，~:~宅向i{.~'J5町去削れ 奈

~UI'語!会所属のいJι房ldl;ιL不却す\生 l 会会長!細事 J;: h 会(Ll84)~ 41 .s-~) ，，;'d5 
出張事まちがlから疋8/f(ffS申請に対し亡、~，~官官三を p う事を条 f に if~i1，{!， c

ザ1 介事完プ6~な 1 百:を日由にJRノゴー伝記除

羽子?事ゴピがな， .'手ーを思山に指定問|注

紹介事実"てないすべT引ll(指定解除

~，~Ë ゾ:'1ま，lè，) ~l~:~lo) 萱l-r 作子( fv126 }，{がす{砧銀行。J¥''l28-29{i汚弘、tt府肝H I¥，l 
wべから官、:11会RLF持日 してペIIJ，JV:"':8 申議口 iz;)、議いより訴訟梢n人名簿
l記入さ7，!1ので貯恵三わるドその符1-144/11に、依il:会員 (3:1;:1佐古 山村上主爾・
同 í;~;蒸岨 Jん々木七;町会 di~科 l から、何人l立山非を仇ぃーィI:lif;~%慎 L 、配n:改↑'f7~n'í，吾
があるのて ITJ-l〆以前のような fJ為を L在いよへ出取にザヨ刈戒し、弁護士事務Ti;-L 
L グ〉地ιすむ曾を沢長Lないムう貫jIーをもうて'¥!'!IJ" I ぃ旨 ~Tì.j旨ラ三悶え~闘が長1'1'，，)孔i
4，-;'/1: /SS~ぷ u余 '~2~F定~{除宇陀'E

r ，?/r;，一台波員会 "Cl-j ljア.:-~品内のよ、空刀、確認され、防子，\ij，1百芥を(ι噸 口J科 i:;手伝mY"
司令遣は J 字削"っき界同 i，，，:~[，， :竹内fI!j i r~:j円;":1i ~こ明界汗唯 r乱期津製品が昔け人
わら，h'9六 -'-'" D<~:-bf.表只で/→ililJ泣!えを i}~~貢

イ1'':--.(心子一件レポ卜決i，i:.:-1γJ中旬昔l一見、あろ l 京1'iH 日生?会サf~ 入 -:;-?J "C;- ~J> 

;与!川託再 での;白完苦〔会ノ 1以都弁法士会州政文古2 ヴ[収l
似ノ{封マ/t'"ごv モ 討~J'i>l-:~;:2皆吉ογ2 山 r 1I日 ~5" 間 II 九人間ずl、岳町三 :l~ よる円 T'::f十京刊告

川 、-f'-:二糸口き訓告がイ，Jれ Eli6. /¥:.止h年人 n16汁守改良之決衣ドぷ) 指 名持」かレ，jロ刈

&)~:) ""，まJ叫:呼|住fぃj'Jわれオ f[区向。 I';:~上主的政文書コ]トイrliZ;

情_U<iL主F.:-li，2--p'o) :-)/:2 〆201:L7 1 



川《一本 e人I:JtJ月以tf:J忠清¥.，:_;u:t;:l j;' I伝!と杭J(jJ::: 

1905・円!i'十38ノ1-10H1 c--f ).、1ヤ回同部:iI'長|会

1914・7三7仁三ιS) j :1日以吉岡、主 l会

;ギ陪玄口 1914 大(こ 1年12月27日|司!吊
事務員 y ワ当相は住居不明もにえは

-'-'-i:庁取調ヰ :016. )-、lL~=jイ l' 5円

1919・ノヘ

持て
Il削 i:f/l、路お原トルj自主円11:; ;fi主役:

解除)

H61 J片F解除

百点2 指定形此

1 I 6:合 指定8'((J'

Heト1 Z-T:十月三除

H65 '*~東 ?I~;:ち;iìlt.1 主門ょル

][ 6fi J'j-!~j]l1B.ノ七

法一 ノiく津 nパ制í-" i'~生 i 会かf千七 ν 九 F台利-nイ的ト/品目J、ノ了'i]fiワ糸卜為ス壬ノ i 認メ小佼ユ毛布

※'::: l:iH 人 lミ年:，J1:lじめl;~ -rtlj手会設土ノ一、市F.iU~~ 去でヂぞれと L ては付 3 才?とーヨ問料 f:-.;口三:γa

'";:i lSJ.[ > ).x" 年 l 汀]'~'ì L: ..\メ来日子子生土会常l悦~会で奇刊とし、 ;.!~H され六 「ぁ古代出 !J1:¥J:f， 

，'L，某〉、 rJ汀定者が 1，.;じ確立がれ/:.ポ部弁詩寸て七阿南文書， 1 寸以j

誌を 4 1:1い に~4-子 1 ~; ;; 1:) r: l丁、川 f:疋土会常校長会我に お:芯誌のトj訓告、J!♂f;;h:il.ふ事 Jべ;t
解1:，された (京司l守護 L~_. 市l 時主再:: J 市~;::Z)、

M 刀 L11リ ヘ~g 年日 1I ロ c 1" : 1i; c~ 己 μ沢市によ 11斗日名高」乃片桐さに択っき、むに j~'~-:

取人法羊)fi3 (2 --87¥ル1:1i2C13. 71 


